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第
一
章

は
じ
め
に

(

ア
）
米
国
連
邦
取
引
委
員
会
の
委
員
で
あ
っ
た

T
.

C
alv

an
i

は
、
米
国
反
ト
ラ
ス
ト
法
と
Ｅ
Ｃ
競
争
法
（
Ｅ
Ｕ
競
争
法
）
と
を
比

較
し
た
上
で
、
世
界
の
競
争
政
策
は
、
一
九
八
〇
年
代
の
「
対
立
（co

n
flict)

」
か
ら
一
九
九
〇
年
代
の
「
協
力
（co

o
p

e
ratio

n)

」
を

論 説

第
二
節

Ｅ
Ｃ
競
争
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原
理

第
一
款

経
済
目
的
へ
の
収
斂
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款
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.O
.T

.O
.B

.
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Ｅ
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一
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款

｢
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質
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考
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款
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社
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考
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①
（A

lb
an

y

法
理
）
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款
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②
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u
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経
て
、
現
在
、「
収
斂(

co
n

v
e

rg
e

n
ce)

」
の
段
階
に
あ
る
と
す
る
。

(

�)

か
つ
て
Ｅ
Ｃ
競
争
法
は
、
市
場
統
合
が
絶
対
的
な
法
目
的
と
し
て
存
在
す
る
一
方
、
そ
れ
に
か
か
わ
ら
な
い
場
面
に
あ
っ
て
は
、

「
競
い
合
い(

riv
alry)

」
を
保
護
す
る
厳
格
な
競
争
政
策
を
志
向
す
る
と
も
、
反
対
に
産
業
政
策
、
社
会
政
策
の
混
入
を
許
す
寛
容

な
競
争
政
策
を
特
徴
に
す
る
と
も
評
価
さ
れ
て
き
た
。
つ
い
最
近
に
至
る
ま
で
、
Ｅ
Ｃ
競
争
法
の
特
徴
は
、「
達
成
す
べ
き
法
目
的
や

適
用
す
べ
き
厚
生
基
準(

th
e

w
e

lfare
stan

d
ard)

の
不
存
在
」
と
指
摘
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

(

�)

し
か
し
現
在
、
競
争
法
の
中
心
的
な
執
行
機
関
で
あ
る
Ｅ
Ｃ
委
員
会
は
、「
消
費
者
厚
生
へ
の
影
響
と
い
う
観
点
か
ら
」
事
件
選
択

の
プ
ラ
イ
オ
リ
テ
ィ
を
与
え
る
と
明
言
す
る
。

(

�)

Ｅ
Ｃ
競
争
法
も
米
国
反
ト
ラ
ス
ト
法
と
同
じ
消
費
者
厚
生
の
確
保
を
法
目
的
と
す
る
な

ら
ば
、G

E
/H

o
n

e
y

w
e

ll

事
件
を
代
表
と
す
る
大
西
洋
を
挟
ん
だ
対
立
は
、
ハ
ー
ド
ケ
ー
ス
に
お
け
る
必
然
的
「
ぶ
れ
」
と
の
評
価
が

あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

(

�)

(

イ
）
本
稿
は
、
主
に
水
平
協
定
に
か
か
る
Ｅ
Ｃ
競
争
法
八
一
条
の
規
制
基
準
の
展
開
を
通
し
て
、
①
混
沌
と
し
た
Ｅ
Ｃ
競
争
法
の

法
目
的
、
規
制
原
理
が
、
ど
の
よ
う
に
し
て
経
済
分
析
を
基
礎
と
す
る
消
費
者
厚
生
基
準
に
収
斂
し
て
い
っ
た
の
か
、
そ
し
て
現
在
、

②
Ｅ
Ｃ
競
争
法
の
基
準
は
米
国
反
ト
ラ
ス
ト
法
と
全
く
同
一
の
も
の
に
な
っ
た
の
か
、
③
特
色
が
存
在
す
る
と
し
て
そ
れ
は
い
か
な
る

も
の
か
を
、
検
討
す
る
も
の
で
あ
る
。
本
稿
の
構
成
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

第
二
章
は
、
八
一
条
の
伝
統
的
な
法
運
用
を
検
討
す
る
も
の
で
あ
る
。
八
一
条
は
、
伝
統
的
に
オ
ル
ド
リ
ベ
ラ
ル
の
思
想
の
影
響
を

受
け
、
ま
た
加
盟
国
に
競
争
政
策
を
定
着
さ
せ
る
と
い
う
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ッ
ク
な
理
由
か
ら
、
委
員
会
に
よ
り
集
権
的
に
運
用
さ
れ
た
。

し
か
し
徐
々
に
集
権
的
法
運
用
の
費
用
の
大
き
さ
が
認
識
さ
れ
、
そ
し
て
加
盟
国
の
増
大
は
集
権
的
法
運
用
の
遂
行
を
も
は
や
不
可
能

に
し
た
の
で
あ
る
。
第
一
節
で
は
伝
統
的
な
法
解
釈
を
支
え
た
価
値
観
、
第
二
節
で
は
集
権
的
法
運
用
の
利
点
と
問
題
点
を
検
討
す
る
。

第
三
章
は
、
現
在
の
八
一
条
の
規
制
基
準
を
検
討
す
る
も
の
で
あ
る
。
伝
統
的
な
法
運
用
に
対
し
て
、
学
説
は
一
九
六
七
年
の

ＥＣ競争法原理の生成
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Jo
lie

t

論
文
を
嚆
矢
と
し
て
、
八
一
条
に
経
済
分
析
を
導
入
す
る
こ
と
を
主
張
し
た
。
判
例
も
、
市
場
へ
の
影
響
か
ら
八
一
条
を
検
討

す
る
立
場
を
支
持
し
た
の
で
あ
る
。
第
一
節
で
は
そ
の
よ
う
な
学
説
お
よ
び
判
例
の
展
開
、
第
二
節
で
は
そ
れ
ら
の
影
響
を
受
け
て
到

達
し
た
、
八
一
条
の
現
在
の
規
制
基
準
を
検
討
す
る
。

第
四
章
は
、
八
一
条
の
特
徴
・
独
自
性
を
検
討
す
る
も
の
で
あ
る
。
第
一
節
で
は
、
委
員
会
が
八
一
条
分
析
に
お
い
て
注
目
す
る
質

的
考
慮
、
お
よ
び
八
一
条
に
社
会
政
策
的
考
慮
の
可
能
性
を
開
き
得
る
最
近
の
二
判
決
を
検
討
す
る
。
こ
れ
ら
は
、
市
場
支
配
力
分
析

か
ら
内
在
的
に
解
決
で
き
な
い
価
値
観
が
、
Ｅ
Ｃ
競
争
法
に
存
在
し
得
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
第
二
節
で
は
、
Ｅ
Ｃ
競
争
法
の

基
礎
的
用
語
を
ま
と
め
る
と
と
も
に
、
Ｅ
Ｃ
競
争
法
の
特
徴
と
し
て
、
消
費
者
余
剰
基
準
を
基
礎
と
し
つ
つ
も
、
①
消
費
者
の
商
品
選

択
を
狭
め
る
形
で
の
均
霑
、
②
質
的
効
率
性
の
均
霑
、
そ
し
て
③
効
率
性
考
慮
の
抑
制
原
理
と
し
て
の
「
競
い
合
い
」
確
保
と
い
う
三

点
を
指
摘
す
る
。

第
二
章

伝
統
的
法
運
用

第
一
節

伝
統
的
価
値
観

第
一
款

市
場
統
合
目
的

Ｅ
Ｃ
条
約
八
一
条
（
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
条
約
発
効
前
の
八
五
条
）
一
項
は
、
加
盟
国
間
通
商
に
影
響
を
及
ぼ
し
、
共
同
市
場
に
お
け

る
競
争
を
妨
害
、
制
限
、
歪
曲
す
る
目
的(

o
b

je
ct)

又
は
効
果(

e
ffe

ct)

を
有
す
る
事
業
者
間
の
共
同
行
為
を
禁
止
す
る
。
し
か
し

な
が
ら
八
一
条
三
項
は
、
共
同
行
為
が
次
の
四
つ
の
要
件
を
満
た
す
場
合
に
は
、
一
項
は
「
適
用
さ
れ
な
い(

in
ap

p
licab

le)

」
と
規

定
す
る
。
第
一
に
、
生
産
も
し
く
は
流
通
の
改
善
に
資
す
る
も
の
、
又
は
技
術
的
も
し
く
は
経
済
的
進
歩
に
資
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

第
二
に
、
そ
れ
ら
利
益
が
消
費
者
に
均
霑
さ
れ
る
こ
と
。
第
三
に
、
必
要
不
可
欠
で
は
な
い
制
限
を
参
加
者
に
課
す
も
の
で
な
い
こ
と
。

論 説
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第
四
に
、
問
題
の
製
品
の
実
質
的
部
分
に
つ
い
て
、
競
争
排
除
の
可
能
性
が
な
い
こ
と
（
以
下
、
そ
れ
ぞ
れ
「
第
一
要
件
」
な
い
し

「
第
四
要
件
」
と
す
る)

。
こ
れ
ら
の
う
ち
、
第
一
要
件
お
よ
び
第
二
要
件
は
積
極
的
要
件
と
よ
ば
れ
、
第
三
要
件
お
よ
び
第
四
要
件

は
消
極
的
要
件
と
よ
ば
れ
る
。

一
項
違
反
は
、
競
争
制
限
の
目
的
又
は
効
果
の
い
ず
れ
か
を
立
証
す
る
こ
と
に
よ
り
、
成
立
す
る
。
し
た
が
っ
て
「
協
定
が
競
争
を

妨
害
、
制
限
、
歪
曲
す
る
目
的
を
有
す
る
こ
と
が
一
旦
明
ら
か
に
な
れ
ば
、
当
該
協
定
の
具
体
的
な
効
果
が
観
察
で
き
る
ま
で
待
つ
必

要
は
な
い｣

(

�)

。
目
的
に
よ
る
一
項
違
反
が
認
定
さ
れ
る
場
合
は
、
価
格
協
定
、
産
出
量
協
定
、
地
域
分
割
協
定
な
ど
の
、
い
わ
ゆ
る
ハ

ー
ド
コ
ア
カ
ル
テ
ル
に
か
か
る
場
合
で
あ
る
。
ハ
ー
ド
コ
ア
カ
ル
テ
ル
に
対
す
る
厳
格
な
規
制
は
、
そ
の
内
在
的
な
競
争
制
限
効
果
か

ら
正
当
化
さ
れ
る
。

し
か
し
ハ
ー
ド
コ
ア
カ
ル
テ
ル
の
中
で
も
国
境
に
沿
っ
た
市
場
分
割
協
定
に
つ
い
て
は
、

(

�)

ハ
ー
ド
コ
ア
カ
ル
テ
ル
に
内
在
す
る
明
ら

か
な
反
市
場
効
果
ゆ
え
に
厳
格
な
規
制
対
象
に
さ
れ
る
と
と
も
に
、
Ｅ
Ｃ
の
市
場
統
合
目
的
に
反
す
る
こ
と
か
ら
、
絶
対
的
な
規
制
対

象
と
な
る
。
一
項
に
つ
い
て
そ
の
よ
う
な
価
値
観
が
現
れ
る
の
は
、
垂
直
的
制
限
に
か
か
る
場
合
で
あ
る
。
水
平
的
な
地
域
制
限
と
は

異
な
り
、
垂
直
的
な
地
域
制
限
に
は
、
経
済
的
な
合
理
性
や
事
業
活
動
上
の
合
理
性
が
存
在
し
得
る
。
た
と
え
ば
デ
ィ
ー
ラ
ー
間
の
水

平
的
外
部
効
果
を
利
用
し
た
た
だ
乗
り
に
つ
い
て
、
そ
れ
を
防
止
し
て
ブ
ラ
ン
ド
内
競
争
を
活
発
化
さ
せ
る
と
い
う
競
争
促
進
効
果
も

存
在
す
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
Ｅ
Ｃ
競
争
法
に
お
い
て
、
そ
の
よ
う
な
考
慮
が
市
場
分
割
を
正
当
化
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

二
〇
〇
〇
年
の
Ｖ
Ｗ
事
件
判
決
に

(

�)

お
い
て
、
第
一
審
裁
判
所
は
、
①
垂
直
的
な
地
域
制
限
（
並
行
輸
入
の
禁
止
）
は
単
一
市
場
の
創

出
と
い
う
Ｅ
Ｃ
の
基
本
的
目
的
と
衝
突
す
る
も
の
で
あ
り
、「
そ
れ
自
体
と
し
て(

b
y

its
v
e

ry
n

atu
re)

」
重
大
な
競
争
法
違
反
行
為

で
あ
る
と
す
る
。
そ
し
て
②
加
盟
国
間
の
金
融
政
策
や
会
計
制
度
の
相
違
は
、
た
と
え
そ
れ
が
行
為
者
に
事
業
活
動
上
の
困
難
を
引
き

起
こ
す
も
の
と
し
て
も
、「
市
場
分
割
を
禁
止
す
る
と
い
う
、
共
同
体
市
場
の
最
も
基
本
的
な
ル
ー
ル
」
に
違
反
す
る
こ
と
を
正
当
化

ＥＣ競争法原理の生成
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す
る
も
の
で
は
な
い
と
述
べ
る
。

(

�)

前
者
①
は
、C

o
n

ste
n

&
G

ru
n

d
ig

事
件
判
決
を

(

�)

は
じ
め
と
し
て
、
司
法
裁
判
所
お

(

�)

よ
び
委
員
会
に

(

�)

よ
っ
て
、
繰
り
返
し
述
べ
ら
れ

て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
八
一
条
は
、
Ｅ
Ｃ
条
約
に
掲
げ
ら
れ
た
目
的
の
達
成
、
と
り
わ
け
「
単
一
市
場
の
完
成(

th
e

cre
atio

n
o

f
a

sin
g

le
m

ark
e

t)

」
の
た
め
に
存
在
す
る
の
で
あ
る
。
後
者
②
は
、
た
と
え
税
制
度
等
に
か
か
る
調
和
の
不
完
全
さ
に
対
処
す
る
た
め

で
あ
っ
て
も
、
事
業
者
は
市
場
分
割
行
為
を
行
う
こ
と
は
許
さ
れ
ず
、
積
極
的
に
市
場
統
合
に
寄
与
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
こ
と
を

意
味
す
る
。

一
九
九
二
年
の
域
内
市
場
完
成
に
至
る
ま
で
、
市
場
統
合
目
的
は
Ｅ
Ｃ
競
争
法
の
最
重
要
目
的
で
あ
っ
た
。
市
場
分
割
は
、
Ｅ
Ｃ
競

争
法
の
最
重
要
目
的
に
反
す
る
も
の
と
し
て
、
厳
格
に
規
制
さ
れ
て
き
た
。

(

�)

後
に
み
る
よ
う
に
司
法
裁
判
所
は
、
効
果
に
よ
る
一
項
違

反
認
定
に
つ
い
て
柔
軟
な
解
釈
を
示
す
傾
向
に
あ
っ
た
が
、
市
場
分
割
に
つ
い
て
は
常
に
厳
格
な
規
制
対
象
と
し
た
。

(

�)

ま
た
理
論
上
、

Ｅ
Ｃ
競
争
法
に
お
い
て
は
ハ
ー
ド
コ
ア
制
限
に
も
三
項
に
よ
る
正
当
化
の
可
能
性
が
残
さ
れ
る
が
、
実
際
上
、
国
境
に
沿
っ
た
市
場
分

割
が
、
三
項
に
よ
り
救
済
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

第
二
款

経
済
活
動
の
自
由
の
保
障
・
競
い
合
い
の
確
保

(

ア
）
目
的
に
基
づ
く
違
法
性
判
断
が
不
可
能
な
場
合
に
、
効
果
に
基
づ
く
違
法
性
判
断
が
行
わ
れ
る
。
効
果
に
基
づ
く
違
法
性
判

断
に
つ
い
て
、
伝
統
的
に
、
委
員
会
は
、
市
場
支
配
力
の
認
定
に
基
づ
く
規
制
を
行
う
の
で
は
な
く
、
当
事
者
の
経
済
活
動
の
自
由
の

保
障
、
当
事
者
間
の
競
い
合
い
の
確
保
を
基
準
と
し
た
厳
格
な
規
制
を
行
っ
て
き
た
。
こ
の
よ
う
な
特
徴
は
、
一
九
九
〇
年
代
前
半
ま

で
の
非
ハ
ー
ド
コ
ア
カ
ル
テ
ル
に
か
か
る
決
定
例
に
よ
く
現
れ
る
。

一
九
九
二
年
の

F
o

rd
/V

o
lk

sw
ag

e
n

事
件
決
定
で

(

�)

は
、
新
型
ミ
ニ
バ
ン
生
産
の
た
め
の
共
同
出
資
会
社
設
立
が
問
題
と
な
っ
た
。

論 説
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同
事
件
に
お
け
る
一
項
違
反
認
定
は
、
次
の
よ
う
な
簡
単
な
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
ず
、
①
「
当
事
者
の
資
金
的
能
力
、
技
術
的
能
力
、

研
究
開
発
能
力
を
考
慮
す
れ
ば
、
原
則
と
し
て
、
二
社
は
独
自
に
ミ
ニ
バ
ン
を
生
産
す
る
能
力
を
有
す
る｣

。

(

�)

そ
し
て
、
②
「
競
争
者

間
の
協
定
は
、
そ
れ
が
当
事
者
の
重
要
な
活
動
を
制
約
す
る
も
の
で
あ
る
限
り(

lik
e

ly
to

re
strict

th
is

activ
ity)

、
す
べ
て
競
争
の

重
大
な
制
限
と
み
な
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る｣

。

(

�)

ま
た
、
③
本
件
に
お
け
る
当
事
者
は
グ
ロ
ー
バ
ル
に
活
動
す
る
自
動
車
メ
ー
カ
ー
で
あ

り
、
そ
れ
ら
の
協
定
は
加
盟
国
間
通
商
に
「
感
知
し
得
る
程
度
に(

ap
p

re
ciab

ly)

」
影
響
を
及
ぼ
す
。

(

�)

本
決
定
に
お
け
る
一
項
違
反
の
認
定
は
、
市
場
支
配
力
（
マ
ー
ケ
ッ
ト
パ
ワ
ー
）
分
析
に
基
づ
く
も
の
で
は
な
い
。
②
に
明
確
に
現

れ
て
い
る
よ
う
に
、
委
員
会
に
と
っ
て
一
項
違
反
の
競
争
制
限
と
は
、
当
事
者
の
経
済
活
動
の
自
由
を
制
約
す
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、

③
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
共
同
行
為
の
感
知
し
得
る
影
響
も
、
共
同
行
為
に
よ
る
市
場
支
配
力
の
程
度
を
問
う
も
の
で
は
な
く
、
加

盟
国
間
通
商
に
か
か
る
も
の
で
あ
る
。

経
済
活
動
の
自
由
の
制
約
そ
の
も
の
を
問
題
視
す
る
解
釈
の
不
自
然
さ
は
、
次
の
よ
う
な
ジ
ョ
イ
ン
ト
ベ
ン
チ
ャ
ー
の
例
に
現
れ
る
。

す
な
わ
ち
、
市
場
支
配
力
分
析
を
前
提
と
す
る
な
ら
ば
、
共
同
子
会
社
は
生
産
の
み
を
行
い
販
売
は
親
会
社
が
独
自
に
行
う
と
い
う
取

り
決
め
は
、
市
場
が
競
争
的
で
あ
れ
ば
、
共
同
行
為
の
市
場
へ
の
影
響
を
緩
和
す
る
も
の
と
し
て
、
積
極
的
に
評
価
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
委
員
会
に
よ
れ
ば
、
た
と
え
市
場
が
極
め
て
競
争
的
で
あ
っ
て
も
、

(

�)

販
売
は
独
自
に
行
う
と
い
う
取
り
決
め
自
体
が
当
事
者
の

販
売
政
策
の
「
拘
束
」
と
し
て
、
常
に
消
極
的
評
価
の
対
象
と
な
る
。

(

�)

こ
の
よ
う
に
経
済
活
動
の
自
由
を
制
約
す
る
こ
と
を
競
争
制
限
効
果
と
考
え
る
な
ら
ば
、
共
同
行
為
に
広
く
競
争
制
限
効
果
が
認
定

さ
れ
、
効
果
に
基
づ
く
違
法
性
判
断
と
い
っ
て
も
、
実
際
に
は
、
目
的
に
基
づ
く
違
法
性
判
断
が
な
さ
れ
る
の
と
同
様
に
厳
格
な
規
制

と
な
る
。

(

�)

(

イ
）
委
員
会
に
よ
る
こ
の
よ
う
な
一
項
解
釈
は
、
自
主
性
の
原
則
と
呼
ば
れ
、
Ｅ
Ｃ
競
争
法
の
基
本
原
理
と
さ
れ
て
き
た
。

(

�)

そ
の

ＥＣ競争法原理の生成
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源
流
は
、
ド
イ
ツ
の
「
オ
ル
ド
リ
ベ
ラ
ル(

o
rd

o
lib

e
ralism

)

」
学
派
（
フ
ラ
イ
ブ
ル
グ
学
派
）
の
経
済
思
想
に
あ
る
と
さ
れ
る
。

(

�)

オ

ル
ド
リ
ベ
ラ
ル
の
論
者
に
と
っ
て
競
争
政
策
の
目
的
は
、
個
々
の
取
引
主
体
に
お
け
る
経
済
活
動
の
自
由
を
保
障
す
る
こ
と
に
あ
る
。

経
済
的
効
率
性
は
、
あ
く
ま
で
二
次
的
な
い
し
派
生
的
目
的
に
す
ぎ
な
い
。

(

�)
オ
ル
ド
リ
ベ
ラ
ル
の
経
済
原
理
は
、
Ｅ
Ｃ
統
合
計
画
と
の
思
想
的
近
似
性
を
前
提
に
、
ド
イ
ツ
出
身
者
を
直
接
的
な
連
結
点
と
し
て
、

Ｅ
Ｃ
競
争
法
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
に
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
オ
ル
ド
リ
ベ
ラ
ル
は
、
政
治
的
お
よ
び
文
化
的
自
由
の
前
提
と
し
て
、
競

争
政
策
に
よ
る
経
済
的
自
由
の
確
保
を
目
指
す
が
、

(

�)

こ
れ
は
市
場
統
合
を
政
治
・
経
済
・
文
化
の
調
和
、
融
合
の
基
盤
に
し
よ
う
と
す

る
Ｅ
Ｃ
統
合
の
試
み
と
合
致
す
る
。
オ
ル
ド
リ
ベ
ラ
ル
に
よ
れ
ば
、
理
想
の
市
場
環
境
は
経
済
憲
法
概
念
で
統
合
さ
れ
る
国
家
の
法
体

系
全
体
で
創
出
さ
れ
る
が
、
Ｅ
Ｃ
で
は
、「(

準)

憲
法
」
た
る
Ｅ
Ｃ
条
約
に
よ
り
理
想
の
市
場
環
境
が
創
出
さ
れ
る
。

(

�)

初
代
競
争
政
策

担
当
委
員
で
あ
る

V
o

n
d
e

r
G

ro
e

b
e

n
の
ほ
か
、
歴
代
の
競
争
局
局
長(

D
ire

cto
r

G
e

n
e

ral
o

f
C

o
m

p
e

titio
n)

は
ド
イ
ツ
出
身
で
あ

り
、

(

�)

市
場
統
合
や
Ｅ
Ｃ
の
競
争
政
策
の
遂
行
に
、
以
上
の
よ
う
な
オ
ル
ド
リ
ベ
ラ
ル
の
思
想
が
影
響
を
与
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
競
争
政
策
の
創
生
・
定
着
に
お
い
て
、
米
国
反
ト
ラ
ス
ト
法
が
、
戦
後
政
策
を
通
じ
て
大
き
な
影
響
を
及
ぼ

し
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

(

�)

し
か
し
オ
ル
ド
リ
ベ
ラ
ル
の
影
響
を
受
け
た
Ｅ
Ｃ
競
争
法
は
、
米
国
反
ト
ラ
ス
ト
法
の
単
な
る
移
植
・
模

倣
で
は
な
い
独
自
性
を
持
ち
得
た
。

(

�)

個
々
の
取
引
主
体
が
有
す
る
経
済
活
動
の
自
由
を
重
視
す
る
オ
ル
ド
リ
ベ
ラ
ル
の
競
争
原
理
が
、

競
争
の
結
果
・
成
果
だ
け
で
は
な
く
、
競
争
の
過
程
・
競
い
合
い
に
も
価
値
を
認
め
る
Ｅ
Ｃ
競
争
法
の
伝
統
的
思
考
の
基
礎
に
な
っ
た

の
で
あ
る
。

(

�)

論 説
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第
二
節

集
権
的
法
運
用

第
一
款

集
権
的
法
運
用
の
功
過

(
ア
）
競
争
政
策
は
、
Ｅ
Ｃ
の
諸
政
策
の
う
ち
最
も
成
功
し
た
政
策
の
一
つ
と
評
価
さ
れ
る
。

(

�)

そ
し
て
、
そ
の
成
功
の
大
き
な
理
由

は
、
委
員
会
に
よ
る
集
権
的
法
運
用
に
あ
っ
た
。
委
員
会
の
集
権
的
法
運
用
は
、
先
に
見
た
よ
う
な
一
項
解
釈
を
前
提
と
し
て
、
①
個

別
適
用
除
外
の
付
与
に
か
か
る
行
政
的
規
制
権
限
と
、
②
一
括
適
用
除
外
規
則
の
制
定
に
か
か
る
準
立
法
的
権
限
に
基
づ
い
た
。

第
一
に
、
二
〇
〇
四
年
の
Ｅ
Ｃ
競
争
法
の
近
代
化
・
分
権
化
に
至
る
ま
で
、

(

�)

理
事
会
規
則
一
七
号
九
条
一
項
に
よ
り
、
個
別
適
用
除

外
の
付
与
は
委
員
会
の
専
権
と
さ
れ
て
い
た
。

(

�)

現
在
で
あ
れ
ば
、
閣
僚
理
事
会
が
委
員
会
に
対
し
て
、
三
項
の
適
用
権
限
を
専
権
さ
せ

る
こ
と
は
考
え
ら
れ
な
い
と
評
さ
れ
る
。
各
加
盟
国
に
お
け
る
競
争
政
策
の
重
要
性
の
低
さ
か
ら
、
共
同
体
に
お
け
る
競
争
法
へ
の
関

心
は
必
ず
し
も
高
く
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
し
ば
し
ば
Ｅ
Ｃ
に
お
け
る
政
策
は
、
加
盟
国
利
害
の
調
整
機
関
た
る
閣
僚
理
事
会
と
、

国
家
利
益
を
超
越
し
た
共
同
体
利
益
を
追
求
す
る
委
員
会
と
の
政
治
力
学
で
決
定
さ
れ
る
が
、
こ
と
競
争
法
分
野
に
つ
い
て
は
、
委
員

会
は
共
同
体
利
益
の
み
を
考
え
た
政
策
遂
行
が
可
能
に
な
っ
た
。

第
二
に
、
一
括
適
用
除
外
規
則
の
制
定
権
限
は
、
個
別
適
用
除
外
を
求
め
る
多
数
の
届
出
処
理
に
苦
し
む
委
員
会
を
救
済
す
る
た
め

に
、
閣
僚
理
事
会
が
委
員
会
に
付
与
し
た
も
の
で
あ
る
。
規
則
一
七
号
の
発
効
に
よ
る
四
〇
、〇
〇
〇
件
の
届
出
の
ほ
と
ん
ど
は
、
垂

直
的
制
限
に
か
か
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
閣
僚
理
事
会
は
、
ま
ず
垂
直
的
協
定
等
に
か
か
る
一
括
適
用
除
外
の
制
定
権
限
を
委

員
会
に
付
与
し
た(

C
o

u
n

cil
R

e
g

u
latio

n
1

9
/6

5)

。
同
閣
僚
理
事
会
規
則
に
基
づ
く
排
他
的
取
引
協
定
に
か
か
る
一
括
適
用
除
外
規

則(
C

o
m

m
issio

n
R

e
g

u
latio

n
6

7
/6

7)

は
、
上
記
四
〇
、〇
〇
〇
件
の
届
出
の
う
ち
、
二
五
、〇
〇
〇
件
を
救
済
し
た
と
い
う
。

個
別
適
用
除
外
の
付
与
権
限
と
同
様
に
、
閣
僚
理
事
会
が
こ
の
よ
う
な
準
立
法
権
限
を
委
員
会
に
与
え
る
こ
と
は
異
例
と
評
さ
れ

る
。

(

�)

三
項
の
届
出
が
増
加
す
る
に
つ
れ
、
閣
僚
理
事
会
規
則
お
よ
び
そ
れ
に
基
づ
く
一
括
適
用
除
外
規
則
は
増
え
続
け
た
。
委
員
会
に

ＥＣ競争法原理の生成
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よ
る
伝
統
的
な
一
項
解
釈
の
隠
れ
た
動
機
が
、
準
立
法
権
限
の
維
持
・
拡
大
に
存
在
し
た
と
の
評
価
す
ら
あ
る
。

(

�)

(
イ
）
元
来
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
い
て
は
「
競
争
」
で
は
な
く
「
協
調
」
に
よ
る
経
済
政
策
に
理
解
が
示
さ
れ
、
強
制
カ
ル
テ
ル
を

含
め
、
経
済
政
策
に
お
い
て
事
業
者
間
協
力
が
、
む
し
ろ
積
極
的
に
利
用
さ
れ
た
と
い
う
歴
史
を
有
す
る
。

(

�)

ま
た
、
Ｅ
Ｃ
Ｓ
Ｃ
条
約

（
パ
リ
条
約
）
は
競
争
法
規
定
を
有
し
た
も
の
の
、
積
極
的
に
運
用
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

(

�)

こ
の
よ
う
に
競
争
政
策
に
馴
染
み
の

な
い
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
い
て
、
委
員
会
は
、
集
権
的
に
八
一
条
を
運
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
加
盟
国
や
産
業
界
に
競
争
政
策
・
競
争
法

を
定
着
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。

(

�)

委
員
会
の
伝
統
的
解
釈
手
法
に
は
、
オ
ル
ド
リ
ベ
ラ
ル
の
競
争
原
理
の
裏
付
け
に
加
え
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
に
お
け
る
競
争
政
策
の
定
着
と
い
う
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ッ
ク
な
理
由
が
存
在
し
た
。

(

�)

し
か
し
競
争
政
策
の
定
着
お
よ
び
加
盟
国
の
拡
大
に
と
も
な
い
、
委
員
会
は
、
届
出
に
か
か
る
事
務
処
理
に
さ
ら
に
忙
殺
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
。
委
員
会
に
は
、
年
間
約
二
〇
〇
な
い
し
三
○
○
件
に
及
ぶ
個
別
適
用
除
外
を
求
め
る
届
出
が
な
さ
れ
、
届
出
処
理
は
、

D
G

IV

（
現
在
のD

G
C

o
m

p
e

titio
n)
の
事
務
量
の
多
く
を
占
め
た
。

(

�)

と
り
わ
け
多
大
な
労
力
を
要
し
た
の
が
、
官
報(

O
fficial

Jo
u

rn
al)

で
の
公
表
に
伴
う
、
域
内
言
語
（
現
在
二
〇
言
語
）
へ
の
翻
訳
作
業
で
あ
っ
た
。

(

�)

従
来
、
正
式
の
個
別
適
用
除
外
が
付
与
さ

れ
る
ま
で
平
均
一
八
ヶ
月
を
要
し
、

(

�)

正
式
決
定
の
付
与
件
数
は
年
間
一
〇
件
以
下
に
と
ど
ま
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
手
続
的
非
効
率
の
問

題
は
、
非
公
式
な
「
安
心
レ
タ
ー(

co
m

fo
rt

le
tte

r)

」
や
一
括
適
用
除
外
規
則
に
お
け
る
「
異
議
手
続(

o
p

p
o

sitio
n

p
ro

ce
d

u
re)

」

等
に
よ
り
徐
々
に
改
善
さ
れ
、
一
九
九
九
年
に
は
付
与
件
数
は
七
〇
件
近
く
と
な
っ
た
も
の
の
、
そ
れ
で
も
年
間
処
理
事
件
の
一
〇
％

に
過
ぎ
な
か
っ
た
と
さ
れ
る
。

(

	)

実
体
基
準
の
変
更
を
伴
わ
な
い
手
続
改
善
は
、
さ
ら
に
多
く
の
届
出
が
な
さ
れ
る
と
い
う
ジ
レ
ン
マ
を

生
ん
だ
の
で
あ
る
。

(


)

届
出
が
放
置
さ
れ
る
こ
と
も
多
く
、
Ｊ
Ｃ
Ｂ
事
件
は

(
�)

、
一
九
七
三
年
に
な
さ
れ
た
個
別
適
用
除
外
の
申
請
が
、
約

三
〇
年
間
放
置
さ
れ
た
事
例
で
あ
る
。

正
式
事
件
が
限
ら
れ
る
状
況
で
、
非
ハ
ー
ド
コ
ア
型
の
共
同
行
為
に
つ
い
て
、
規
制
基
準
の
明
確
化
を
期
待
す
る
こ
と
は
不
可
能
で

論 説



(阪大法学) 56 (6 89) 1411 [2007.3]

あ
っ
た
。

(

�)

他
方
、
ハ
ー
ド
コ
ア
カ
ル
テ
ル
に
つ
い
て
届
出
が
な
さ
れ
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
な
く
、
届
出
処
理
の
事
務
作
業
は
、
ハ
ー
ド

コ
ア
カ
ル
テ
ル
の
規
制
や
国
家
独
占
廃
止
後
の
市
場
支
配
的
地
位
の
濫
用
規
制
と
い
っ
た
、
政
策
的
に
プ
ラ
イ
オ
リ
テ
ィ
ー
が
与
え
ら

れ
る
べ
き
課
題
に
か
か
る
委
員
会
の
エ
ン
フ
ォ
ー
ス
メ
ン
ト
能
力
を
削
ぐ
こ
と
に
な
っ
た
。

(

�)

さ
ら
に
加
盟
国
の
拡
大
は
状
況
を
深
刻
に

し
た
の
で
あ
る
。

(

ウ
）
当
初
、
事
業
者
に
と
っ
て
、
集
権
的
法
運
用
は
一
定
の
法
的
安
定
性
を
事
業
活
動
に
与
え
る
効
果
を
有
し
た
。
域
内
に
お
け

る
競
争
法
が
収
斂
し
て
い
な
い
段
階
に
お
い
て
、
事
業
者
は
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
の
便
益
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
競
争
法
の
定
着
と
と
も
に
、
む
し
ろ
届
出
に
か
か
る
費
用
が
大
き
く
認
識
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

す
な
わ
ち
正
式
事
件
が
限
ら
れ
る
状
況
に
お
い
て
、
事
業
者
は
、
法
的
不
安
定
性
の
問
題
に
直
面
し
た
。
正
式
決
定
が
下
さ
れ
て
い

な
い
段
階
に
お
い
て
、
加
盟
国
裁
判
所
に
一
項
違
反
を
理
由
と
す
る
私
訴
が
提
起
さ
れ
た
場
合
、
加
盟
国
裁
判
所
は
、
一
項
非
違
反
ま

た
は
三
項
非
該
当
が
明
ら
か
な
場
合
の
ほ
か
は
、
委
員
会
に
よ
る
三
項
審
査
を
待
つ
か
、
司
法
裁
判
所
に
先
行
判
決
を
求
め
る
こ
と
が

必
要
と
な
っ
た
。

(

�)

後
に
見
る
よ
う
に
、
委
員
会
に
よ
る
三
項
解
釈
に
は
裁
量
が
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
決
定
、
判
決
が
な
さ
れ
る

ま
で
の
間
、
共
同
行
為
は
法
的
に
不
安
定
な
状
態
に
置
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
逆
に
、
私
訴
の
被
告
で
あ
る
共
同
行
為
参
加
者
が
、

委
員
会
へ
の
届
出
を
利
用
し
て
、
加
盟
国
裁
判
所
に
お
け
る
訴
訟
手
続
を
遅
延
さ
せ
る
こ
と
も
問
題
と
な
っ
た
（
ユ
ー
ロ
・
デ
ィ
フ
ェ

ン
ス)

。
こ
れ
ら
は
集
権
的
法
運
用
の
機
能
不
全
を
示
す
。
ま
た
共
同
行
為
に
正
式
の
適
用
除
外
が
付
与
さ
れ
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、

適
用
除
外
に
付
さ
れ
る
条
件
・
義
務
が
、
共
同
行
為
参
加
者
の
当
初
の
期
待
利
益
お
よ
び
そ
の
バ
ラ
ン
ス
を
損
な
う
こ
と
が
問
題
と
な

っ
た
。

(

�)

適
用
除
外
の
付
与
に
必
要
と
さ
れ
る
条
件
・
義
務
は
、
事
後
的
交
渉
に
よ
る
参
加
者
の
機
会
主
義
的
行
動
を
誘
発
す
る
可
能
性

を
有
す
る
の
で
あ
る
。

規
則
一
七
号
の
発
効
当
初
、
適
用
除
外
を
求
め
る
届
出
は
ほ
と
ん
ど
が
米
国
事
業
者
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
域
内
事
業
者
に
は
競

ＥＣ競争法原理の生成
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争
政
策
に
対
す
る
深
い
理
解
が
な
く
、
集
権
的
法
運
用
を
必
要
と
す
る
素
地
が
存
在
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
競
争
政
策
が
Ｅ
Ｃ
に
浸

透
・
定
着
す
る
に
つ
れ
、
集
権
的
法
運
用
の
ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト
は
薄
れ
、
委
員
会
お
よ
び
事
業
者
の
双
方
に
と
っ
て
、
届
出
制
度
に
か
か

る
費
用
の
大
き
さ
が
認
識
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

事
業
者
の
中
に
は
、
再
交
渉
を
要
請
す
る
規
制
問
題
を
避
け
る
た
め
に
、

(

�)

届
出
を
回
避
す
る
事
業
者
や
、
正
式
決
定
よ
り
も
む
し
ろ

安
心
レ
タ
ー
を
望
む
事
業
者
も
存
在
し
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。

(

�)

さ
ら
に
は
実
体
的
に
、
水
平
制
限
に
つ
き
企
業
結
合
を
利
用
し
、
ま
た

垂
直
制
限
に
つ
き
委
託
販
売
形
式
を
利
用
す
る
な
ど
、
そ
も
そ
も
八
一
条
の
適
用
を
回
避
し
よ
う
と
す
る
者
が
現
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。

(

�)

過
度
の
集
権
的
法
運
用
は
、
補
完
性
原
則
に
反
す
る
と
共
に
、
企
業
の
経
済
活
動
を
制
約
し
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
産
業
の
競
争
力
を
削

ぐ
も
の
と
評
価
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

一
括
適
用
除
外
規
則
は
、
個
別
適
用
除
外
制
度
に
か
か
る
費
用
を
回
避
す
る
た
め
の
法
制
度
で
あ
っ
た
。
一
括
適
用
除
外
規
則
に
は
、

規
制
の
明
確
性
を
確
保
す
る
も
の
と
し
て
、
一
定
の
評
価
が
与
え
ら
れ
る
。

(

�)

し
か
し
八
一
条
が
事
業
者
の
経
済
活
動
の
制
限
そ
の
も
の

を
問
題
に
す
る
以
上
、
①
そ
の
対
象
・
内
容
は
、
際
限
な
く
拡
大
せ
ざ
る
を
得
ず
、

(

�)

そ
の
た
め
に
、
②
規
則
間
の
不
整
合
が
問
題
と
な

っ
た
ほ
か
、

(

�)

③
事
業
者
か
ら
共
同
行
為
設
計
の
自
由
を
奪
う
こ
と
が
問
題
と
な
っ
た
。
③
は
、
一
括
適
用
除
外
規
則
に
お
け
る
「
白
条

項
の
誘
導
効
果
」
や
「
拘
束
効
果(

straitjack
e

t
e

ffe
ct)

」
(

�)

と
呼
ば
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
。

第
二
款

三
項
に
お
け
る
非
競
争
的
価
値
の
考
慮

(

ア
）
委
員
会
は
、
伝
統
的
に
、
一
項
と
は
異
な
り
三
項
に
つ
い
て
は
寛
容
な
解
釈
を
示
し
、
多
く
の
共
同
行
為
を
救
済
し
て
き
た
。

三
項
の
四
要
件
は
法
文
上
明
確
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
こ
れ
ら
を
厳
格
に
解
釈
す
る
な
ら
ば
、
一
項
の
厳
格
な
解
釈
と
相
ま
っ
て
、
多
く

の
共
同
行
為
が
、
市
場
へ
の
影
響
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
禁
止
の
対
象
に
な
っ
て
し
ま
う
お
そ
れ
が
あ
る
。
し
か
し
こ
の
よ
う
な
懸
念

論 説
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は
杞
憂
で
あ
っ
た
。
一
九
八
〇
年
代
に
至
る
ま
で
の
委
員
会
解
釈
は
、
以
下
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。

委
員
会
は
、
一
九
六
〇
年
代
お
よ
び
一
九
七
〇
年
代
に
は
、
異
な
る
加
盟
国
に
属
す
る
企
業
間
の
共
同
行
為
に
対
し
て
積
極
的
評
価

を
与
え
る
解
釈
を
示
し
た
。
一
九
六
〇
年
代
に
お
け
る
多
く
の
共
同
行
為
は
、
こ
れ
に
よ
り
救
済
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
三
項
に
お

け
る
市
場
統
合
目
的
の
実
現
で
あ
る
。

ま
た
委
員
会
は
、
①
石
油
シ
ョ
ッ
ク
に
よ
る
不
況
産
業
救
済
が
課
題
と
な
っ
た
一
九
七
〇
年
代
後
半
以
降
、「
必
要
な
リ
ス
ト
ラ
を

促
進
す
る
産
業
政
策(

an
in

d
u

strial
p

o
licy)

」
が
必
要
と
し
て
、

(

�)

斜
陽
産
業
に
な
っ
た
繊
維
、
化
学
、
鉄
鋼
、
造
船
等
の
重
厚
長
大

産
業
に
お
け
る
構
造
調
整
を
三
項
に
お
い
て
積
極
的
に
評
価
し
た
ほ
か
、
②
日
米
欧
三
極
間
の
経
済
覇
権
競
争
が
加
熱
し
た
一
九
八
〇

年
代
に
は
、
米
国
企
業
お
よ
び
日
本
企
業
に
対
す
る
域
内
企
業
の
国
際
競
争
力
強
化
を
重
視
し
て
、
ハ
イ
テ
ク
産
業
に
お
け
る
共
同
行

為
を
積
極
的
に
評
価
し
た
。
一
九
八
四
年
のB

P
C

L
/IC

D

事
件
決
定
や

(

�)

、
一
九
八
七
年
の

E
N

I/M
o

n
te

d
iso

n

事
件
決
定
は

(

�)

前
者
の

例
で
あ
り
、
一
九
八
六
年
のO

p
tical

F
ib

e
rs

事
件
決
定
や

(

�)

、
一
九
八
八
年
のO

liv
e

tti/C
an

o
n

事
件
決
定
は

(

�)

後
者
の
例
で
あ
る
。

(

イ
）
一
九
七
〇
年
代
後
半
以
降
に
お
け
る
三
項
解
釈
は
、
委
員
会
が
、
市
場
統
合
の
進
展
に
伴
い
、
競
争
政
策
の
存
在
意
義
に
か

か
る
問
題
に
直
面
し
始
め
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
市
場
統
合
が
深
化
・
拡
大
す
る
中
で
、
競
争
政
策
と
他
の
共
同
体
政
策
と
の
対
立

お
よ
び
調
整
問
題
が
顕
在
化
す
る
。

(

�)

「
競
争
政
策
と
域
内
市
場
完
成
と
の
相
互
依
存
関
係
」

(

�)

に
起
因
す
る
こ
の
問
題
は
、
以
降
、
委
員

会
に
、
Ｅ
Ｃ
法
に
お
け
る
競
争
政
策
・
競
争
法
の
存
在
意
義
を
問
い
か
け
続
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。

同
問
題
に
対
す
る
委
員
会
の
解
答
は
、
上
記
決
定
例
が
示
唆
す
る
よ
う
に
、
競
争
政
策
、
市
場
原
理
を
万
能
の
も
の
と
は
考
え
ず
、

競
争
政
策
と
共
同
体
の
他
の
諸
政
策
と
の
積
極
的
調
整
を
、
三
項
に
お
け
る
委
員
会
の
責
務
と
考
え
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
背
景
に

は
、
Ｅ
Ｃ
停
滞
の
時
代
に
お
い
て
、
共
同
体
の
諸
政
策
と
緊
張
関
係
が
生
ず
る
よ
う
な
形
に
て
、
厳
格
な
競
争
政
策
を
遂
行
す
る
こ
と

が
困
難
で
あ
っ
た
と
い
う
政
治
的
理
由
も
存
在
し
よ
う
。

ＥＣ競争法原理の生成
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し
か
し
根
本
的
に
は
、
競
争
政
策
、
市
場
原
理
へ
の
一
定
の
留
保
が
あ
っ
た
。
一
九
七
九
年
の
第
九
次
競
争
政
策
報
告
書
は
、
経
済

・
社
会
正
義
実
現
の
た
め
に
は
、
競
争
法
を
他
の
共
同
体
政
策
と
関
連
さ
せ
て
適
用
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、「
市
場
は
生
産
性
向

上
お
よ
び
企
業
の
競
争
力
強
化
以
外
の
目
標
を
達
成
す
る
も
の
で
は
な
い
」
と
し
て
、
市
場
の
限
界
を
認
識
す
る
。

(

�)

一
九
七
〇
年
代
後

半
以
降
、
米
国
に
お
い
て
市
場
機
能
に
万
全
の
信
頼
を
置
く
シ
カ
ゴ
学
派
が
澎
湃
と
す
る
一
方
で
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
い
て
は
市
場
の

価
値
を
認
め
よ
う
と
し
な
が
ら
、
む
し
ろ
市
場
の
限
界
が
認
識
さ
れ
た
こ
と
は
興
味
深
い
。
委
員
会
の
三
項
判
断
に
対
す
る
司
法
審
査

は
「
明
白
な
評
価
の
誤
り(

m
an

ife
st

e
rro

r
o

f
asse

ssm
e

n
t)

」
が
存
在
す
る
場
合
の
み
と
さ
れ
、

(

�)

委
員
会
は
、
三
項
解
釈
に
お
い
て
、

政
策
間
調
整
を
積
極
的
に
行
う
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。

(

ウ
）
も
っ
と
も
子
細
に
眺
め
れ
ば
、
競
争
政
策
と
他
の
政
策
間
に
お
い
て
、
委
員
会
が
常
に
む
き
出
し
の
衡
量
を
行
っ
て
き
た
訳

で
は
な
い
。
非
競
争
的
価
値
観
を
、
①
市
場
の
構
造
調
整
や
企
業
の
国
際
競
争
力
強
化
を
積
極
的
に
評
価
す
る
産
業
政
策
的
考
慮
要
因

と
、
②
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
、

(

�)

雇
用
政
策
、
(

�)
環
境
政
策
な

(

�)

ど
の
社
会
政
策
的
考
慮
要
因
と
に
分
け
る
な
ら
ば
、
三
項
の
適
用
除
外
付
与
に

決
定
的
意
味
を
有
し
て
き
た
の
は
、
前
者
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
決
定
例
に
お
い
て
社
会
政
策
的
考
慮
が
な
さ
れ
た
の
は
、
そ
れ
が

産
業
政
策
的
考
慮
を
伴
う
か
、
ま
た
は
競
争
政
策
的
、
産
業
政
策
的
な
説
明
を
行
う
こ
と
が
可
能
な
場
合
に
限
ら
れ
る
。

た
と
え
ば
一
九
八
四
年
の

S
y

n
th

e
tic

F
ib

e
rs

事
件
決
定
は

(
�)

、
共
同
の
生
産
設
備
調
整
に
つ
い
て
、
労
働
者
の
再
教
育
や
再
配
置
等

の
観
点
か
ら
、
設
備
調
整
の
社
会
的
影
響
を
緩
和
す
る
も
の
と
評
価
す
る
。
こ
れ
は
社
会
政
策
的
考
慮
に
見
え
る
。
た
だ
し
同
評
価
は
、

設
備
調
整
に
よ
り
各
企
業
が
得
意
製
品
に
集
中
す
る
こ
と
で
生
産
上
の
効
率
性
が
達
成
さ
れ
、
ま
た
研
究
開
発
能
力
を
高
め
る
こ
と
に

な
る
と
い
う
産
業
政
策
的
考
慮
を
伴
う
も
の
で
あ
る
。

(

�)

ま
た
、
し
ば
し
ば
環
境
問
題
の
考
慮
が
な
さ
れ
た
例
と
指
摘
さ
れ
るA

ssu
rp

o
l

事
件
決
定
は

(

�)

、
環
境
問
題
に
か
か
る
再
保
険
制
度
の
設
立
が
問
題
と
な
っ
た
事
例
で
あ
る
が
、
そ
こ
で
評
価
さ
れ
た
の
は
新
市
場
の
設

立
で
あ
る
。

(

	)

論 説
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そ
も
そ
も
②
の
社
会
政
策
的
考
慮
に
つ
い
て
は
、
第
一
要
件
の
法
文
に
よ
る
制
約
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
非
競
争
的
価
値
が
考
慮
の
対

象
に
な
る
の
は
、
そ
れ
ら
が
生
産
・
流
通
の
改
善
、
技
術
的
・
経
済
的
進
歩
に
資
す
る
場
合
に
限
ら
れ
る
。
委
員
会
に
よ
れ
ば
、
第
一

要
件
の
意
義
は
、
自
由
競
争
が
「
経
済
的
視
点
か
ら
み
て(

e
co

n
o

m
ically

sp
e

ak
in

g)

」
最
適
の
結
果
を
生
み
出
す
こ
と
が
で
き
な
い

場
合
を
救
済
す
る
点
に
あ
る
。

(

�)

社
会
政
策
的
考
慮
要
因
は
、
経
済
的
フ
ィ
ル
タ
ー
を
通
し
て
、
は
じ
め
て
斟
酌
の
対
象
と
な
る
。
た
と

え
ば
環
境
問
題
の
改
善
も
、
生
産
・
流
通
の
改
善
、
技
術
的
・
経
済
的
進
歩
を
判
断
す
る
「
要
素(

a
facto

r)

」
な
の
で
あ
る
。

(

�)

三
項

に
お
い
て
、
社
会
政
策
的
考
慮
要
因
が
む
き
出
し
に
考
慮
の
対
象
と
な
る
こ
と
は
な
く
、
ま
た
決
定
例
も
そ
う
で
あ
っ
た
。

第
三
款

三
項
解
釈
に
お
け
る
消
費
者
の
位
置
付
け

以
上
の
よ
う
な
一
九
七
〇
年
代
、
一
九
八
〇
年
代
の
三
項
解
釈
に
お
い
て
、
消
費
者
均
霑
要
件
は
、
極
め
て
消
極
的
意
味
を
有
す
る

だ
け
で
あ
っ
た
。
同
時
期
の
多
く
の
決
定
例
に
お
い
て
協
定
、
契
約
か
ら
期
待
さ
れ
る
経
済
的
利
益
そ
の
も
の
が
消
費
者
の
利
益
と
評

価
さ
れ
た
ほ
か
、

(

�)

以
下
の
よ
う
に
消
費
者
均
霑
要
件
が
明
ら
か
に
無
意
味
化
さ
れ
た
事
例
も
存
在
し
た
。

た
と
え
ば
、
上
で
言
及
し
た

S
y

n
th

e
tic

F
ib

e
rs

事
件
決
定
は

(

�)

、
次
の
よ
う
な
二
つ
の
評
価
を
行
っ
た
。
第
一
に
、
各
製
品
市
場
に

つ
い
て
十
分
な
数
の
生
産
者
が
残
さ
れ
て
お
り
、
消
費
者
に
は
選
択
の
自
由
が
残
さ
れ
、
か
つ
国
内
市
場
に
お
い
て
独
占
と
な
る
危
険

性
は
な
い
。

(

�)

第
二
に
、「
た
し
か
に
設
備
調
整
協
定
は
需
要
者
に
対
し
て
短
期
間
の
価
格
上
昇
を
も
た
ら
す
か
も
し
れ
な
い
が｣

、
需
要

者
の
価
格
交
渉
力
か
ら
そ
の
程
度
は
限
定
的
で
あ
る
し
、
ま
た
過
大
な
価
格
引
き
上
げ
に
対
し
て
は
他
の
メ
ー
カ
ー
へ
の
乗
り
換
え
も

可
能
で
あ
る
。

(

�)

こ
こ
で
は
消
費
者
に
対
す
る
価
格
引
き
上
げ
が
、
評
価
の
前
提
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
同
様
に
競
争
者
間
の
共
同
設
備
調
整
・
生
産
の
専
門
化
が
問
題
と
な
っ
た
、
一
九
八
四
年
のB

P
C

L
/IC

D

事
件
決
定
で

(

�)

は
、

消
費
者
均
霑
要
件
に
対
す
る
委
員
会
の
考
え
方
が
よ
り
明
瞭
に
示
さ
れ
て
い
る
。
同
事
件
に
お
け
る
経
済
的
利
益
は
、
①
生
産
の
専
門

ＥＣ競争法原理の生成
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化
に
よ
る
規
模
の
経
済
性
達
成
、
ま
た
②
不
採
算
部
門
撤
退
に
よ
る
余
剰
資
金
を
用
い
た
、
研
究
開
発
投
資
の
可
能
性
で
あ
る
。

(

�)

そ
し

て
固
定
費
用
の
割
合
が
高
い
産
業
に
お
い
て
、
と
り
わ
け
前
者
①
の
生
産
上
の
効
率
性
は
、「
単
位
当
た
り
費
用
」
の
低
下
を
も
た
ら

す
と
す
る
。

(

�)
こ
の
よ
う
な
記
述
は
、
消
費
者
に
対
す
る
効
率
性
の
現
実
的
均
霑
、
す
な
わ
ち
価
格
低
下
を
示
唆
す
る
よ
う
に
見
え
る
。
し
か
し
な

が
ら
固
定
費
用
の
削
減
が
、
少
な
く
と
も
短
期
的
に
価
格
低
下
を
意
味
し
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
む
し
ろ
委
員
会
は
、「
協
定

実
施
そ
し
て
工
場
閉
鎖
後
の
関
連
製
品
に
か
か
る
価
格
上
昇
は
、
稼
働
率
向
上
に
伴
う
単
位
当
た
り
費
用
の
減
少
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

必
然
か
つ
不
可
避
で
あ
る
」
と
す
る
。

結
局
の
と
こ
ろ
、
本
件
の
評
価
に
お
い
て
決
定
的
に
重
要
で
あ
っ
た
の
は
、
生
産
上
の
効
率
性
達
成
で
は
な
く
、
生
産
製
品
の
棲
み

分
け
（
専
門
化
）
に
よ
る
当
事
者
間
の
競
争
圧
力
緩
和
で
あ
っ
た
。
当
事
者
に
「
通
常
の
利
潤
率
」
を
保
障
し
、
さ
ら
に
は
研
究
開
発

投
資
の
た
め
の
「
十
分
な
利
潤
」
を
保
障
す
る
こ
と
が
、

(

�)

本
件
に
お
い
て
評
価
の
対
象
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
消
費
者
は
短
期
的
に
は

明
ら
か
に
市
場
支
配
力
の
弊
害
を
受
け
、
中
長
期
的
に
も
研
究
開
発
の
恩
恵
を
受
け
う
る
か
全
く
明
ら
か
で
は
な
い
。
こ
れ
ら
事
例
に

お
け
る
消
費
者
均
霑
要
件
は
、
積
極
的
要
件
と
し
て
の
性
格
付
け
を
完
全
に
失
っ
て
い
る
。

(

�)

第
四
款

有
効
競
争
概
念

上
で
見
た
よ
う
な
、
市
場
支
配
力
を
前
提
と
し
た
消
費
者
均
霑
要
件
の
解
釈
は
、
第
四
要
件
の
解
釈
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
一
九

七
〇
年
代
、
一
九
八
〇
年
代
の
決
定
に
は
、
三
項
の
第
四
要
件
に
お
い
て
「
有
効
競
争(

w
o

rk
ab

le
co

m
p

e
titio

n)

」
概
念
に
言
及
す

る
も
の
が
あ
る
。

た
と
え
ば
一
九
八
七
年
の

E
n

ich
e

m
/IC

I

事
件
決
定
は

(

�)

、
市
場
が
寡
占
化
傾
向
に
あ
る
状
況
で
は
、「
市
場
構
造
、
市
場
行
動
、
そ

論 説
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し
て
市
場
成
果
の
点
に
お
い
て
」
共
同
子
会
社
設
立
の
競
争
へ
の
影
響
は
大
き
い
が
、
し
か
し
域
内
に
強
力
な
競
争
者
が
存
在
す
る
こ

と
に
鑑
み
れ
ば
有
効
競
争
は
機
能
し
て
お
り
、
競
争
の
実
質
部
分
が
排
除
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
と
す
る
。

(

�)

本
件
に
は
、
有
効
競
争
を

「
短
中
期
に
お
け
る
マ
ー
ケ
ッ
ト
パ
ワ
ー(

m
ark

e
t

p
o

w
e

r)

の
行
使
」
を
抑
制
す
る
も
の
と
言
及
す
る
箇
所
も
あ
る
が
、

(

�)

共
同
子
会

社
に
よ
る
市
場
支
配
力
強
化
の
可
能
性
を
前
提
に
し
た
分
析
を
行
う
。

(

�)

ま
た
同
様
に
有
効
競
争
概
念
に
言
及
す
る
他
の
決
定
例
に
お
い

て
も
そ
う
で
あ
る
。

(
�)

そ
も
そ
も
Ｅ
Ｃ
競
争
法
に
お
い
て
、
有
効
競
争
概
念
は
、
選
択
的
流
通
制
度
に
か
か
る
一
九
七
七
年
の

S
ab

a
/M

e
tro

事
件
判
決
に

(

�)

初
め
て
登
場
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
同
事
件
に
お
い
て
司
法
裁
判
所
は
、
同
概
念
を
「
条
約
の
基
本
的
要
請
を
遵
守
し
か
つ
条
約
の
目

的
を
達
成
す
る
こ
と
、
と
り
わ
け
加
盟
国
市
場
と
同
じ
条
件
を
備
え
た
単
一
市
場
を
完
成
す
る
こ
と
に
必
要
な
程
度
の
競
争
」
と
定
義

す
る
。

(

�)

司
法
裁
判
所
は
、
①
価
格
競
争
に
影
響
を
及
ぼ
す
選
択
的
流
通
制
度
を
是
認
す
る
た
め
に
同
概
念
を
持
ち
だ
し
て
お
り
、
ま
た

②
「w

o
rk

ab
le

co
m

p
e

titio
n

」
と
「e

ffe
ctiv

e
co

m
p

e
titio

n

」
概
念
と
を
表
現
上
区
別
す
る
。

(

�)

有
効
競
争(

w
o

rk
ab

le
co

m
p

e
titio

n)

に
つ
い
て
は
、
市
場
支
配
力
を
抑
制
す
る
に
た
る
実
効
的
な
競
争
（e

ffe
ctiv

e
co

m
p

e
titio

n)

と
の
同
義
性
が
問
題
に
な
る
こ
と
が
あ

る
が
、
Ｅ
Ｃ
競
争
法
に
お
け
る
有
効
競
争
概
念
は
、
市
場
支
配
力
の
発
生
を
前
提
に
し
て
、
三
項
の
第
四
要
件
を
限
界
付
け
る
も
の
と

し
て
登
場
し
た
の
で
あ
る
。

論
者
の
中
に
は
、
三
項
に
お
け
る
有
効
競
争
概
念
を
、
産
業
組
織
論
上
の
「
有
効
競
争
理
論
」
の
導
入
と
理
解
す
る
も
の
が
あ
る
。

有
効
競
争
理
論
は
「
競
争
を
そ
れ
自
体
で
目
的
と
す
る
も
の
で
は
な
い
」
経
済
理
論
と
理
解
し
、
よ
っ
て
三
項
に
競
争
政
策
以
外
の
価

値
観
を
持
ち
込
む
こ
と
が
可
能
に
な
る
と
主
張
す
る
の
で
あ
る
。

(

�)

こ
の
よ
う
な
解
釈
の
是
非
を
含
め
、
三
項
に
お
け
る
有
効
競
争
概
念

の
意
味
が
明
確
に
定
義
さ
れ
る
こ
と
が
な
い
ま
ま
、
一
九
九
〇
年
代
に
な
り
、
委
員
会
に
よ
る
第
四
要
件
の
解
釈
に
、
有
効
競
争
概
念

が
登
場
す
る
こ
と
は
な
く
な
っ
た
。

ＥＣ競争法原理の生成
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第
三
章

現
在
の
規
制
基
準

第
一
節

学
説
・
判
例

第
一
款

Ｅ
Ｃ
競
争
法
に
お
け
る
「
合
理
の
原
則
」
論
争

(

ア
）
以
上
の
よ
う
に
委
員
会
は
、
①
一
項
を
厳
格
に
解
釈
す
る
こ
と
で
集
権
的
に
法
運
用
を
行
い
、
市
場
統
合
を
推
進
し
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
に
競
争
政
策
を
定
着
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
し
て
②
市
場
支
配
力
の
発
生
を
前
提
と
し
た
三
項
解
釈
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、

産
業
政
策
的
な
価
値
観
の
現
実
的
な
考
慮
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
。
②
は
、
い
わ
ゆ
る
生
産
性
の
政
治
の
現
れ
で
あ
り
、
社
会
全
体
の

パ
イ
を
大
き
く
す
る
こ
と
に
よ
り
、
自
由
市
場
体
制
、
競
争
政
策
定
着
の
緩
衝
材
と
な
る
実
際
的
機
能
を
果
た
し
た
と
言
え
よ
う
。
そ

し
て
、
①
と
②
の
論
理
的
矛
盾
は
、
集
権
的
法
運
用
に
お
い
て
の
み
、
そ
の
綻
び
を
見
せ
ず
に
済
ん
だ
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
、
こ
の

よ
う
な
伝
統
的
実
務
に
対
す
る
、
学
説
お
よ
び
司
法
裁
判
所
の
態
度
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
。

学
説
上
、
こ
の
問
題
は
、
米
国
反
ト
ラ
ス
ト
法
理
に
な
ぞ
ら
え
て
、
一
項
に
お
け
る
「
合
理
の
原
則

(
ru

le
o

f
re

aso
n)

」
導
入

の
問
題
と
し
て
論
じ
ら
れ
て
き
た
。
同
問
題
に
か
か
る
先
駆
的
か
つ
基
本
的
文
献
は
、
一
九
六
七
年
に

R
.

Jo
lie

t

が
公
表
し
た

T
H

E

R
U

L
E

O
F

R
E

A
S

O
N

IN
A

N
T

IT
R

U
S

T
L

A
W

で
あ
る
。

(
�)

Jo
lie

t

は
法
務
官
と
し
て
の
活
躍
の
後
、
司
法
裁
判
所
判
事
に
任
ぜ
ら
れ

る
こ
と
に
な
る
。Jo

lie
t

は
、
経
済
活
動
の
自
由
（
自
主
性
の
原
則
）
を
重
視
す
る
委
員
会
の
一
項
解
釈
は
ド
イ
ツ
・
カ
ル
テ
ル
法
を

継
受
す
る
も
の
で
あ
る
が
、

(

�)

そ
の
よ
う
な
解
釈
は
、
以
下
の
理
由
か
ら
不
適
切
と
す
る
。

(

�)

す
な
わ
ち
、
ま
ず
、
①
ド
イ
ツ
法
が
そ
の
よ
う
な
解
釈
を
許
す
の
は
、
同
法
が
水
平
的
制
限
と
垂
直
的
制
限
と
を
区
別
し
た
上
で
前

者
に
の
み
厳
格
な
規
制
を
及
ぼ
す
か
ら
で
あ
り
、
水
平
的
制
限
と
垂
直
的
制
限
と
の
区
別
を
持
た
な
い
八
一
条
に
そ
の
よ
う
な
解
釈
を

持
ち
込
む
な
ら
ば
、
垂
直
的
制
限
を
過
度
に
規
制
す
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
②
水
平
的
制
限
に
つ
い
て
も
、
契
約
概
念
を
前
提
と
す

論 説
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る
ド
イ
ツ
法
の
解
釈
を
持
ち
込
む
な
ら
ば
、
暗
黙
の
合
意
に
基
づ
く
共
同
行
為
を
規
制
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
が
、
一
項
の
法
文
が
そ

の
よ
う
な
狭
い
解
釈
を
志
向
し
て
い
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
③
三
項
の
第
四
要
件
に
つ
い
て
は
市
場
へ
の
影
響
を
見

る
と
い
う
解
釈
に
異
論
が
な
い
の
で
あ
り
、
一
項
と
三
項
と
の
解
釈
の
統
一
性
を
確
保
す
る
た
め
に
は
、
一
項
に
つ
い
て
も
市
場
へ
の

影
響
に
基
づ
く
判
断
が
必
要
で
あ
る
。

Jo
lie

t

は
、
一
項
の
解
釈
に
あ
っ
て
は
米
国
反
ト
ラ
ス
ト
法
に
お
け
る
合
理
の
原
則
を
参
考
に
す
べ
き
で
あ
り
、
経
済
分
析
に
基
づ

き
、
市
場
へ
の
影
響
か
ら
判
断
を
行
う
こ
と
が
必
要
と
す
る
。

(

�)

そ
し
て
後
に
み
る
Ｓ
Ｔ
Ｍ(

S
o

cie
te

T
e

ch
n

iq
u

e
M

in
ie

re)

司
法
裁

判
所
判
決
は
、
明
ら
か
に
そ
の
よ
う
な
解
釈
手
法
の
必
要
性
を
認
め
た
も
の
と
理
解
す
る
。

(

�)

以
上
の
よ
う
な

Jo
lie

t

の
主
張
は
、
垂
直
的
制
限
（
と
り
わ
け
排
他
的
取
引
）
を
例
と
し
て
、
委
員
会
解
釈
の
問
題
点
を
指
摘
す
る

も
の
で
あ
っ
た
。
委
員
会
へ
の
批
判
は
、
こ
の
よ
う
に
主
に
垂
直
的
制
限
規
制
を
巡
り
開
始
さ
れ
た
が
、
水
平
的
制
限
を
含
め
た
一
項

の
解
釈
全
体
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
は
集
権
的
法
運
用
の
あ
り
方
そ
の
も
の
に
つ
い
て
、
議
論
を
喚
起
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

(

�)

(

イ
）
続
く
学
説
は
、
一
項
に
何
ら
か
の
経
済
分
析
、
市
場
分
析
が
必
要
で
あ
る
点
に
お
い
て
は
ほ
ぼ
一
致
す
る
。

(

�)

し
か
し
、
一
項

に
「
合
理
の
原
則
」
を
導
入
す
べ
き
と
す
る

Jo
lie

t
の
主
張
に
つ
い
て
は
、
意
見
が
分
か
れ
た
。
議
論
は
極
め
て
複
雑
で
あ
る
が
、

(

�)

そ

の
大
き
な
理
由
は
、
米
国
法
に
お
け
る
合
理
の
原
則
に
対
す
る
理
解
の
相
違
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の
よ
う
な
比
較
法
的
理
解
の
問
題
を

別
に
し
て
、
議
論
の
実
質
を
見
る
な
ら
ば
、
意
見
の
対
立
点
は
、
三
項
に
お
い
て
非
競
争
的
価
値
観
の
考
慮
を
認
め
る
か
否
か
に
あ
っ

た
。

Jo
lie

t

に
よ
れ
ば
、
競
争
制
限
効
果
と
競
争
促
進
効
果
と
の
比
較
衡
量
は
一
項
に
お
い
て
終
了
し
、
三
項
は
非
競
争
的
価
値
観
を
考

慮
す
る
政
治
的
決
定
の
場
と
な
る
。
こ
の
よ
う
な
立
場
に
よ
れ
ば
、
①
一
項
は
競
争
促
進
効
果
を
十
分
に
斟
酌
で
き
る
ほ
ど
柔
軟
で
あ

る
の
に
対
し
て
、
三
項
の
厳
格
な
法
文
は
競
争
促
進
効
果
の
十
分
な
考
慮
を
許
容
す
る
か
疑
問
で
あ
り
、

(

�)

ま
た
②
三
項
の
「
こ
と
が
で

ＥＣ競争法原理の生成
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き
る(

m
ay)

」
と
の
法
文
は
非
競
争
的
価
値
観
の
裁
量
的
解
釈
を
前
提
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
③
三
項
の
適
用
が
委
員
会

の
専
権
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
、
三
項
の
政
治
的
性
格
を
示
す
も
の
と
す
る
。

(

�)

こ
れ
に
対
し
て
三
項
に
お
け
る
非
競
争
的
価
値
観
の
考
慮
を
否
定
す
る
立
場
に
よ
れ
ば
、
一
項
は
競
争
制
限
効
果
の
認
定
を
行
う
場

で
あ
り
、
三
項
は
競
争
促
進
効
果
と
の
比
較
衡
量
を
行
う
場
と
な
る
。

(

�)

こ
の
よ
う
な
立
場
に
よ
れ
ば
、
①
一
項
ａ
号
以
下
の
例
示
は
そ

れ
ら
に
つ
い
て
一
項
違
反
を
前
提
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
ら
例
示
を
救
済
す
る
場
は
三
項
以
外
に
な
く
、

(

�)

②
三
項
の
「
こ
と
が
で

き
る
」
と
の
法
文
は
、
政
治
的
な
裁
量
を
認
め
る
趣
旨
で
は
な
く
、
複
雑
な
経
済
的
諸
条
件
の
評
価
に
つ
い
て
委
員
会
の
解
釈
の
幅
を

認
め
た
も
の
に
過
ぎ
な
い
。
さ
ら
に
、
③
三
項
の
適
用
が
委
員
会
の
専
権
と
な
っ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
閣
僚
理
事
会
規
則
が
、

上
位
法
で
あ
る
ロ
ー
マ
条
約
の
解
釈
を
規
律
す
る
こ
と
は
不
合
理
と
す
る
。

か
つ
て
学
説
は
、
一
項
が
経
済
分
析
を
行
う
場
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
三
項
は
再
び
経
済
分
析
を
行
う
場
に
な
っ
て
は
な
ら
ず
、

(

�)

三

項
は
非
競
争
的
価
値
観
を
考
慮
す
る
場
で
あ
る
べ
き
と
す
る
前
者
の
立
場
が
有
力
で
あ
っ
た
。

(

�)

Ｅ
Ｃ
の
政
治
的
性
格
か
ら
、
競
争
法
に

お
け
る
、
非
競
争
的
価
値
の
考
慮
は
不
可
避
と
考
え
ら
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
学
説
の
多
く
は
、
三
項
を
非
競
争
的
価
値
観
の

考
慮
の
場
と
す
る
以
上
、
そ
の
適
用
権
限
は
委
員
会
の
専
権
で
あ
る
べ
き
と
論
じ
て
き
た
の
で
あ
る
。

(

�)

第
二
款

裁
判
所
の
思
考
方
法
・
委
員
会
の
思
考
方
法

(

ア
）
司
法
裁
判
所
が
市
場
統
合
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
こ
と
は
、
し
ば
し
ば
指
摘
さ
れ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

(

�)

Ｅ
Ｃ

法
で
は
、
立
法
機
関
で
あ
る
閣
僚
理
事
会
の
政
治
的
性
格
に
起
因
し
て
法
の
欠
缺
が
生
じ
や
す
く
、
ま
た
多
数
言
語
表
記
は
法
文
解
釈

の
対
立
を
多
く
生
む
。

(

�)

Ｅ
Ｃ
法
の
展
開
に
司
法
判
断
は
不
可
欠
で
あ
り
、
ま
た
欧
州
議
会
が
民
主
的
正
当
性
の
契
機
を
与
え
得
な
い
分
、

司
法
判
断
の
重
み
は
大
き
か
っ
た
。

論 説
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Ｅ
Ｃ
に
お
け
る
競
争
政
策
は
、
市
場
統
合
に
か
か
る
道
具
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
に
Ｅ
Ｃ
の
萌
芽
期
、
ま
た
一
九
七
〇
年
代

の
欧
州
硬
化
症
と
呼
ば
れ
た
Ｅ
Ｃ
停
滞
の
時
代
に
お
い
て
、
司
法
裁
判
所
は
、
前
文
、
第
一
条
、
お
よ
び
法
の
一
般
原
則
に
依
拠
し
た

目
的
論
的
解
釈
に
し
た
が
い
、

(

�)

委
員
会
の
競
争
政
策
を
積
極
的
に
後
押
し
し
た
。

そ
の
よ
う
な
判
例
と
し
て
、
①C

o
n

ste
n

&
G

ru
n

d
ig

事
件
判
決
、
②Italy

v
.

C
o

m
m

issio
n

事
件
判
決
を

(

�)

指
摘
す
る
こ
と
が
で

き
よ
う
。
①
は
、
先
に
見
た
よ
う
に
一
項
に
お
け
る
市
場
統
合
目
的
の
絶
対
性
を
示
し
て
、
委
員
会
決
定
を
支
持
し
た
判
決
で
あ
り
、

②
は
、
一
括
適
用
除
外
に
か
か
る
理
事
会
規
則(

C
o

u
n

cil
R

e
g

u
latio

n
1

9
/6

5)

の
有
効
性
を
争
っ
た
イ
タ
リ
ア
の
訴
え
を
退
け
た
判

決
で
あ
る
。
偶
然
で
は
あ
る
が
、
両
判
決
は
、
い
わ
ゆ
る
空
席
政
策
の
危
機
の
中
の
同
日
に
下
さ
れ
た
。
同
判
決
は
、
競
争
法
に
よ
り

市
場
統
合
を
行
お
う
と
す
る
裁
判
所
の
態
度
の
表
れ
で
あ
っ
た
。

(

�)

両
判
決
は
、
市
場
統
合
推
進
者
と
し
て
の
裁
判
所
の
存
在
感
を
示
す

と
と
も
に
、D

G
IV

の
志
気
を
大
き
く
高
め
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
わ
れ
る
。

(

�)

Ｅ
Ｃ
に
お
い
て
競
争
政
策
を
定
着
さ
せ
た
の
は
、
委
員

会
に
よ
る
集
権
的
法
運
用
と
、
市
場
統
合
の
道
具
と
し
て
、
そ
れ
を
支
え
た
司
法
裁
判
所
判
決
で
あ
っ
た
。

(

�)

(

イ
）
こ
の
よ
う
に
司
法
裁
判
所
は
、
と
り
わ
け
初
期
の
判
例
に
お
い
て
、
委
員
会
の
競
争
政
策
を
支
持
す
る
判
決
を
下
し
た
。
し

か
し
な
が
ら
、
効
果
に
基
づ
く
一
項
違
反
の
認
定
基
準
に
つ
い
て
は
、
委
員
会
に
よ
る
自
主
性
の
原
則
と
は
異
な
り
、
問
題
の
協
定
を

超
え
た
市
場
へ
の
影
響
を
考
慮
す
べ
き
と
論
じ
て
き
た
。

た
と
え
ば

C
o

n
ste

n
&

G
ru

n
d

ig

事
件
判
決
は
、
効
果
に
基
づ
く
一
項
違
反
に
つ
い
て
、「
当
事
者
間
の
競
争
」
を
制
限
す
る
の
み

だ
け
で
は
な
く
「
当
事
者
（
の
一
方
）
と
第
三
者
間
の
競
争
」
を
制
限
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
成
立
す
る
と
述
べ
る
。

(

�)

ま
た
、
排
他
条

件
付
取
引
に
つ
い
て
、
市
場
に
お
け
る
同
種
取
引
の
並
行
実
施
を
検
討
す
る
一
連
の
判
決
は
、

(

�)

自
主
性
の
原
則
か
ら
は
説
明
で
き
な
い

も
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
判
決
が
、
一
項
に
お
け
る
市
場
支
配
力
分
析
の
導
入
を
要
請
す
る
か
は
、
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
。
学
説
上
は
、
判
例

ＥＣ競争法原理の生成
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が
ブ
ラ
ン
ド
内
競
争
の
制
限
の
み
に
注
目
し
て
お
り
、
ブ
ラ
ン
ド
間
競
争
を
検
討
し
な
い
（
結
局
、
市
場
競
争
へ
の
影
響
を
検
討
し
な

い
）
と
し
て
、
懐
疑
的
な
意
見
も
あ
る
。

(

�)

し
か
し
少
な
く
と
も
判
決
が
、
協
定
参
加
者
の
活
動
だ
け
で
は
な
く
、
市
場
へ
の
何
ら
か
の

影
響
を
考
慮
す
べ
き
と
主
張
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

(

�)

(

ウ
）
さ
ら
に
Ｓ
Ｔ
Ｍ
事
件
判
決
は

(

�)

、
排
他
的
契
約
は
当
事
者
の
取
引
先
選
択
の
自
由
を
制
限
し
必
然
的
に
一
項
に
違
反
す
る
と
の

委
員
会
の
主
張
を
退
け
た
上
で
、

(

�)

一
項
に
お
け
る
市
場
分
析
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
以
下
の
よ
う
な
重
要
な
判
断
を
示
し
て
い
る
。

「
問
題
と
な
っ
て
い
る
競
争
は
、
協
定
が
な
け
れ
ば
ど
の
よ
う
な
競
争
状
況
に
な
る
の
か
と
い
う
、
現
実
的
な
コ
ン
テ
ク
ス
ト
に
お
い

て
理
解
す
る
べ
き
で
あ
る
。
と
り
わ
け
協
定
が
、
事
業
者
に
よ
る
新
市
場(

a
n

e
w

are
a)

の
参
入
に
真
に
必
要
に
見
え
る
な
ら
ば
、

競
争
阻
害
の
存
在
は
疑
わ
し
い
も
の
に
な
ろ
う｣

。

(

�)

こ
こ
で
示
さ
れ
る
考
え
方
は
、
協
定
前
後
の
市
場
状
況
を
比
較
す
る
こ
と
よ
り
、

一
項
違
反
を
認
定
す
べ
き
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
協
定
前
よ
り
も
市
場
状
況
が
改
善
さ
れ
る
場
合
に
は
、
協
定
が
禁
止
さ
れ
る
こ
と
は

な
い
。

こ
の
よ
う
な
司
法
裁
判
所
の
思
考
方
法
は
、
委
員
会
の
伝
統
的
な
思
考
方
法
と
は
異
な
っ
て
い
る
。
た
と
え
ば
自
動
車
用
バ
ッ
テ
リ

ー
の
研
究
開
発
が
問
題
と
な
っ
たB

B
C

B
ro

w
n

B
o

v
e

ri/N
G

K

事
件
決
定
で

(

�)

は
、
Ｎ
Ｇ
Ｋ
社
が
、
問
題
の
共
同
行
為
を
通
し
てB

B
C

B
ro

w
n

B
o

v
e

ri

社
の
技
術
に
ア
ク
セ
ス
す
る
こ
と
に
よ
り
、
同
社
の
潜
在
競
争
者
に
な
る
と
認
定
す
る
。

(

�)

こ
の
よ
う
な
委
員
会
の
思

考
方
法
は
、「
事
後
的
な(

e
x

p
o

st)

」
思
考
と
批
判
さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
。

(

�)

Ｓ
Ｔ
Ｍ
事
件
判
決
の
考
え
方
に
よ
れ
ば
、
本
件
に
お

け
る
よ
う
な
場
合
に
は
、
一
項
違
反
が
認
定
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

司
法
裁
判
所
が
問
題
の
共
同
行
為
が
「
な
い
場
合
」
を
比
較
対
象
と
す
る
の
に
対
し
て
、
委
員
会
は
、
問
題
の
共
同
行
為
が
「
あ
る

場
合
」
を
前
提
と
し
て
、
よ
り
競
争
制
限
的
で
は
な
い
共
同
行
為
の
可
能
性
を
探
る
傾
向
が
あ
っ
た
。
し
ば
し
ば
委
員
会
決
定
は
、
潜

在
競
争
関
係
の
認
定
が
現
実
的
で
は
な
い
と
批
判
さ
れ
て
き
た
が
、
こ
の
よ
う
な
思
考
方
法
に
起
因
す
る
も
の
と
言
え
る
。

論 説
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第
三
款

Ｍ
６
事
件
判
決

(
ア
）
一
九
八
九
年
に
設
置
さ
れ
た
第
一
審
裁
判
所
（
Ｃ
Ｆ
Ｉ
）
は
、
一
項
に
お
け
る
市
場
分
析
の
必
要
性
を
、
よ
り
一
層
明
確
に

示
す
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
も
司
法
裁
判
所
に
よ
る
上
記
判
例
が
全
て
垂
直
的
制
限
に
か
か
る
も
の
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
第
一
審
裁

判
所
は
、
水
平
的
制
限
に
つ
い
て
も
市
場
へ
の
影
響
を
考
慮
す
る
必
要
性
を
示
す
。

一
九
九
八
年
の

E
u

ro
p

e
an

N
ig

h
t

S
e

rv
ice

s

事
件
判
決
は

(

�)

、
そ
の
例
で
あ
る
。
域
内
の
鉄
道
会
社
四
社
に
よ
る
列
車
の
共
同
運
行

事
業
に
、
個
別
適
用
除
外
を
付
与
す
る
決
定
が
な
さ
れ
た
。

(

�)

そ
の
決
定
が
争
わ
れ
た
の
が
本
件
で
あ
る
。
第
一
審
裁
判
所
は
、
一
項
の

判
断
に
お
い
て
は
、
問
題
の
協
定
が
価
格
協
定
や
市
場
分
割
な
ど
の
明
白
な
競
争
制
限
条
項
を
含
ま
な
い
限
り
、「
現
実
の
市
場
状
況
」

を
精
査
す
る
必
要
が
あ
る
と
す
る
。

(
�)

そ
の
上
で
、
法
的
規
制
が
な
い
こ
と
だ
け
を
理
由
に
潜
在
競
争
関
係
を
認
定
す
る
委
員
会
決
定
を

批
判
し
て
、

(

�)

本
件
に
お
い
て
、
必
要
な
投
資
額
や
規
模
の
経
済
性
の
存
在
と
い
う
現
実
の
経
済
状
況
を
考
慮
す
る
な
ら
ば
、
当
事
者
間

に
潜
在
競
争
関
係
は
な
い
と
す
る
。

(

�)

結
論
と
し
て
、
本
件
は
そ
も
そ
も
一
項
に
違
反
す
る
場
合
で
は
な
い
と
す
る
。

本
件
に
つ
い
て
注
目
さ
れ
る
の
は
、
次
の
判
示
で
あ
る
。
判
決
は
、
明
白
な
競
争
制
限
条
項
に
つ
い
て
、「
競
争
促
進
効
果(

th
e

ir

claim
e

d
p

ro
-co

m
p

e
titiv

e
e

ffe
cts)

と
の
比
較
衡
量
が
行
わ
れ
る
の
は
、
八
五
条
三
項
の
枠
組
み
に
お
い
て
の
み
」
と
す
る
。

(

�)

こ
れ

を
反
対
解
釈
す
れ
ば
、
そ
れ
以
外
の
制
限
に
つ
い
て
は
、
一
項
に
お
い
て
競
争
制
限
効
果
と
競
争
促
進
効
果
と
の
比
較
衡
量
を
許
す
と

い
う
こ
と
に
な
り
そ
う
で
あ
る
。

(

�)

(

イ
）
学
説
に
は
、
こ
の
よ
う
な
理
解
に
基
づ
き
、
同
判
決
を
一
項
に
市
場
支
配
力
分
析
を
導
入
す
る
も
の
と
評
価
す
る
も
の
が
あ

る
。

(

�)

①
「
競
争
制
限
効
果
」
を
ブ
ラ
ン
ド
内
競
争
の
制
限
効
果
、
②
「
競
争
促
進
効
果
」
を
ブ
ラ
ン
ド
間
競
争
の
促
進
効
果
と
考
え
て
、

両
者
を
あ
わ
せ
て
市
場
支
配
力
分
析
と
見
な
す
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
本
件
を
、
自
主
性
の
原
則
に
依
拠
す
る
委
員
会
決
定
、
ま
た

ブ
ラ
ン
ド
内
競
争
の
み
に
注
目
す
る
司
法
裁
判
所
判
例
か
ら
の
転
換
と
位
置
付
け
る
。

ＥＣ競争法原理の生成
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し
か
し
こ
の
よ
う
な
理
解
は
、
ま
ず
、
論
者
自
身
が
認
め
る
よ
う
に
、
競
争
制
限
効
果
を
市
場
支
配
力
の
形
成
と
す
る
、
通
常
の
経

済
学
的
用
法
と
は
異
な
る
と
い
う
問
題
が
あ
る
。

(

�)

ま
た
、
明
白
な
競
争
制
限
の
場
合
と
そ
れ
以
外
の
場
合
に
か
か
る
分
析
の
差
異
も
、

少
々
技
巧
的
に
過
ぎ
よ
う
。

実
は
、
論
者
は
「
競
争
促
進
効
果
」
を
ブ
ラ
ン
ド
間
競
争
の
促
進
効
果
と
し
て
、
そ
れ
を
市
場
支
配
力
認
定
の
一
要
素
と
す
る
が
、

し
か
し
次
に
見
る
Ｍ
６
事
件
判
決
は
、
Ｅ
Ｃ
競
争
法
に
お
け
る
「
競
争
促
進
効
果
」
と
は
、
市
場
支
配
力
発
生
を
前
提
と
し
た
経
済
的

成
果
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
す
る
。
本
件
上
記
判
示
は
、
明
白
な
競
争
制
限
、
す
な
わ
ち
ハ
ー
ド
コ
ア
制
限
に
対
し
て
厳
格
な
規
制
態
度

を
示
す
レ
ト
リ
ッ
ク
と
し
て
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
競
争
促
進
効
果
は
い
か
な
る
協
定
に
つ
い
て
も
三
項
で
検
討
対
象
で
あ
る
が
、

ハ
ー
ド
コ
ア
制
限
に
つ
い
て
は
、
原
則
、
一
項
違
反
を
認
定
し
て
よ
い
。
こ
の
よ
う
な
混
乱
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
Ｅ
Ｃ
競
争
法
に
お

い
て
は
、
重
要
概
念
に
明
確
な
定
義
が
与
え
ら
れ
ぬ
ま
ま
議
論
が
進
め
ら
れ
る
傾
向
が
あ
っ
た
。
こ
れ
は
正
式
決
定
、
判
例
の
少
な
さ

に
起
因
す
る
も
の
で
あ
り
、
集
権
的
法
運
用
に
よ
る
弊
害
の
一
つ
で
あ
っ
た
。

(

ウ
）
二
〇
〇
一
年
のM

e
tro

p
o

le
T

e
le

v
isio

n
（
Ｍ
６
）
事
件
判
決
は

(

�)

、
そ
う
し
た
状
況
に
お
い
て
競
争
法
の
重
要
概
念
に
明
確
な

定
義
を
与
え
、
八
一
条
の
解
釈
基
準
を
明
確
に
示
し
た
重
要
判
決
で
あ
る
。
フ
ラ
ン
ス
の
通
信
、
放
送
事
業
者
六
社
に
よ
る
域
内
向
け

デ
ジ
タ
ル
衛
星
放
送
事
業
に
、
個
別
適
用
除
外
を
付
与
す
る
決
定
が
な
さ
れ
た
。

(

�)

決
定
は
、
共
同
事
業
そ
の
も
の
は
（
無
条
件
で
）
一

項
に
違
反
し
な
い
と
す
る
。
問
題
と
な
っ
た
の
は
、
共
同
事
業
に
付
随
す
る
個
別
条
項
で
あ
っ
た
。
第
一
に
、
競
争
避
止
条
項
に
つ
い

て
は
、
三
年
間
に
限
り
、
一
項
に
違
反
す
る
こ
と
が
な
い
と
さ
れ
た
。
第
二
に
、
番
組
の
優
先
的
な
い
し
排
他
的
供
給
に
か
か
る
二
つ

の
条
項
に
つ
い
て
は
、
三
年
間
に
限
り
、
個
別
適
用
除
外
が
与
え
ら
れ
る
と
さ
れ
た
。
そ
れ
ら
に
つ
い
て
当
事
者
が
取
り
消
し
を
求
め

た
の
で
あ
る
。

ま
ず
当
事
者
は
、
一
項
に
お
け
る
「
合
理
の
原
則
」
の
存
在
を
主
張
す
る
。
合
理
の
原
則
に
し
た
が
え
ば
、「
競
争
制
限
効
果
よ
り

論 説
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も
競
争
促
進
効
果
が
ま
さ
る
な
ら
ば(

if
it

h
as

m
o

re
p

o
sitiv

e
th

an
n

e
g

ativ
e

e
ffe

cts
o

n
co

m
p

e
titio

n)

」
一
項
に
違
反
す
る
こ
と

が
な
い
。

(

�)

そ
し
て
問
題
の
条
項
は
、
こ
れ
ま
で

C
an

al+

社
が
七
〇
％
の
シ
ェ
ア
を
占
め
る
フ
ラ
ン
ス
の
有
料
テ
レ
ビ
市
場
に
新
規
参

入
を
可
能
に
す
る
も
の
で
あ
り
、
競
争
促
進
的
と
す
る
。

こ
の
問
題
に
つ
い
て
第
一
審
裁
判
所
は
、
一
項
に
お
け
る
合
理
の
原
則
の
存
在
を
否
定
す
る
。
た
し
か
に
上
記

E
u

ro
p

e
an

N
ig

h
t

S
e

rv
ice

s

事
件
判
決
な
ど
過
去
の
判
例
は
、
一
項
に
お
け
る
「
柔
軟
な(

fle
x

ib
le)

」
解
釈
の
必
要
性
を
説
く
。
し
か
し
そ
れ
ら
判
例

は
、
共
同
行
為
参
加
者
の
経
済
活
動
の
自
由
を
制
約
す
る
（
自
主
性
の
原
則
）
だ
け
で
は
一
項
に
違
反
し
な
い
こ
と
を
示
す
だ
け
で
あ

り
、
一
項
に
お
い
て
競
争
制
限
効
果
と
競
争
促
進
効
果
と
の
比
較
衡
量
を
許
容
す
る
わ
け
で
は
な
い
。

(

�)

三
項
の
法
文
は
、
四
要
件
に
お

け
る
競
争
制
限
効
果
と
競
争
促
進
効
果
と
の
比
較
衡
量
を
規
定
し
て
お
り
、
一
項
に
お
い
て
そ
の
よ
う
な
比
較
衡
量
を
行
う
な
ら
ば
、

三
項
の
存
在
意
義
が
失
わ
れ
て
し
ま
う
。

(
�)

そ
の
上
で
、
た
と
え
ば
本
件
に
お
け
る
番
組
の
排
他
的
供
給
条
項
に
つ
い
て
、
現
実
的
な
市

場
状
況
を
検
討
す
る
な
ら
ば
、
競
争
者
に
よ
る
番
組
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
妨
げ
る
も
の
で
あ
り
、
一
項
違
反
は
明
ら
か
と
す
る
。

(

�)

(

エ
）
次
に
当
事
者
は
、
Ｅ
Ｃ
競
争
法
上
「
付
随
的
制
限(

an
cillary

re
strictio

n)

」
の
法
理
が
存
在
す
る
と
主
張
す
る
。

(

�)

そ
し
て
、

と
り
わ
け
競
争
関
係
に
な
い
事
業
者
の
新
規
参
入
に
か
か
る
場
面
に
お
い
て
、
同
法
理
の
適
用
は
明
ら
か
と
す
る
。
番
組
の
排
他
的
供

給
条
項
は
共
同
事
業
に
付
随
す
る
も
の
で
あ
り
、
共
同
事
業
そ
の
も
の
が
一
項
に
違
反
し
な
い
以
上
、
付
随
す
る
個
別
条
項
も
一
項
に

違
反
す
る
こ
と
は
な
い
と
主
張
す
る
。

こ
の
問
題
に
つ
い
て
第
一
審
裁
判
所
は
、
付
随
的
制
限
を
「
主
要
な
事
業
の
実
行
に
直
接
に
関
連
し(

d
ire

ctly
re

late
d)

か
つ
必

要
な(

n
e

ce
ssary)

制
限
」
と
す
る
。
同
要
件
の
う
ち
、
直
接
関
連
性
は
、
①
「
副
次
性(

su
b

o
rd

in
ate)

」
お
よ
び
②
「
明
白
関
連

性(
an

e
v

id
e

n
t

lin
k)

」
か
ら
理
解
さ
れ
、
必
要
性
は
、
③
「
客
観
的
必
要
性(

o
b

je
ctiv

e
ly

n
e

ce
ssary)

」
お
よ
び
④
「
比
例
性
」

か
ら
理
解
さ
れ
る
。

(

�)
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こ
れ
ら
要
件
の
具
体
的
考
慮
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
第
一
審
裁
判
所
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。
付
随
性
の
判
断
に
お
い
て
は
、
問

題
の
個
別
条
項
が
主
要
事
業
の
ビ
ジ
ネ
ス
上
の
成
功
に
必
要
不
可
欠
か
否
か
を
問
う
の
で
は
な
く
（
そ
の
よ
う
な
考
慮
は
三
項
の
問
題)

、

問
題
の
個
別
条
項
が
な
け
れ
ば
主
要
事
業
が
そ
も
そ
も
成
立
し
な
い
か
を
問
う
。

(

�)

付
随
的
制
限
の
例
は
、
事
業
譲
渡
に
お
け
る
競
争
避

止
条
項
で
あ
る
。
競
争
避
止
条
項
が
な
け
れ
ば
事
業
譲
渡
そ
の
も
の
が
行
わ
れ
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
付
随
的
と
評
価
さ
れ
る
。

(

�)

こ
れ
に

対
し
て
本
件
に
お
け
る
番
組
の
排
他
的
供
給
条
項
等
は
、
七
〇
％
の
市
場
シ
ェ
ア
を
有
す
る

C
an

al+

社
と
の
競
争
上
必
要
不
可
欠
と

い
う
の
で
あ
る
か
ら
付
随
性
の
問
題
で
は
な
く
、
三
項
に
お
け
る
問
題
で
あ
る
。

(

�)

こ
れ
は
付
随
的
で
は
な
い
が
、
主
要
事
業
に
「
直
接

に
関
連
す
る(

d
ire

ctly
/in

e
x

tricab
ly

lin
k

e
d

to)

」
条
項
で
あ
る
。

(

�)

決
定
が
一
項
で
は
な
く
三
項
で
処
理
す
る
こ
と
に
問
題
は
な
い
。

(

オ
）
本
件
は
、
八
一
条
の
基
本
構
造
お
よ
び
基
礎
概
念
に
つ
い
て
、
そ
の
内
容
を
明
確
に
す
る
。

第
一
に
、
判
決
は
、
一
項
を
競
争
制
限
効
果
分
析
の
場
と
し
、
三
項
を
競
争
促
進
効
果
考
慮
の
場
と
す
る
。
こ
の
よ
う
な
峻
別
は
、

学
説
に
お
い
て
は
も
ち
ろ
ん
、
最
近
に
至
る
ま
で
、
委
員
会
に
お
い
て
も
混
乱
が
あ
っ
た
点
で
あ
っ
た
。

(

�)

判
決
は
こ
の
問
題
に
明
確
な

解
答
を
与
え
る
。
そ
し
て
一
項
に
お
け
る
競
争
制
限
効
果
分
析
に
つ
い
て
は
、
自
主
性
の
原
則
を
明
確
に
否
定
し
て
、
市
場
状
況
の
精

査
を
要
請
す
る
。
こ
れ
は
一
項
に
お
け
る
市
場
支
配
力
分
析
導
入
を
示
唆
す
る
も
の
で
あ
る
。

第
二
に
、
判
決
は
、
三
項
に
お
け
る
競
争
促
進
効
果
の
意
味
、
お
よ
び
そ
の
考
慮
の
あ
り
方
を
明
確
に
す
る
。
司
法
裁
判
所
お
よ
び

第
一
審
裁
判
所
は
、
三
項
を
非
競
争
的
価
値
観
考
慮
の
場
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
き
た
。

(

�)

ま
た
先
に
見
た
よ
う
に
、
学
説
に
お
い
て

も
、
三
項
に
非
競
争
的
価
値
観
の
考
慮
を
認
め
る
も
の
が
有
力
で
あ
り
、
そ
の
範
囲
に
つ
い
て
も
、
社
会
政
策
的
考
慮
等
、
そ
の
範
囲

が
拡
大
さ
れ
て
論
じ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
し
か
し
本
判
決
は
、
非
競
争
的
価
値
観
の
考
慮
は
三
項
の
要
件
に
合
致
す
る
場
合
の
み

と
い
う
、
法
文
の
限
界
を
確
認
す
る
。
こ
れ
に
よ
り
多
く
の
社
会
政
策
的
考
慮
が
、
三
項
に
お
け
る
考
慮
の
対
象
外
に
お
か
れ
る
結
果

と
な
る
で
あ
ろ
う
。

論 説
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第
三
に
、
第
一
審
裁
判
所
は
、
Ｅ
Ｃ
競
争
法
に
お
け
る
付
随
的
制
限
法
理
の
存
在
・
定
義
を
明
確
に
す
る
。
判
決
に
よ
れ
ば
、
付
随

的
制
限
と
は
、
そ
の
一
見
し
た
競
争
制
限
効
果
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
が
な
け
れ
ば
そ
も
そ
も
主
要
な
事
業
が
行
わ
れ
な
い
個
別
条

項
で
あ
る
。
個
別
条
項
の
事
業
活
動
上
の
必
要
性
は
、
付
随
的
制
限
の
問
題
で
は
な
い
。
ま
た
付
随
性
の
判
断
に
お
い
て
は
、
比
例
性

の
審
査
を
行
う
が
、
競
争
制
限
効
果
と
競
争
促
進
効
果
と
の
比
較
衡
量
を
行
う
わ
け
で
は
な
い
。
こ
れ
ら
は
す
べ
て
三
項
（
と
り
わ
け

第
三
要
件
）
に
か
か
る
問
題
で
あ
る
。

第
二
節

Ｅ
Ｃ
競
争
法
原
理

第
一
款

経
済
目
的
へ
の
収
斂

(

ア
）
委
員
会
に
よ
る
伝
統
的
な
八
一
条
解
釈
に
修
正
を
迫
っ
た
の
は
、
以
上
の
よ
う
な
一
連
の
司
法
判
断
で
あ
っ
た
。
と
り
わ
け

Ｍ
６
事
件
判
決
は
、
一
九
九
二
年
の
域
内
市
場
統
合
後
に
お
け
る
、
一
項
解
釈
の
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
規
定
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

域
内
市
場
完
成
に
至
る
ま
で
、
市
場
分
割
、
並
行
輸
入
阻
害
が
、
Ｅ
Ｃ
委
員
会
に
よ
る
規
制
の
多
く
を
占
め
て
い
た
。
し
か
し
市
場

統
合
は
、
そ
れ
ら
規
制
の
重
要
性
を
低
く
す
る
。

(

�)
市
場
統
合
と
い
う
「
導
き
の
星(

lo
d

e
star)

」
を
失
っ
た
Ｅ
Ｃ
競
争
法
は
、
そ
の
存

在
意
義
お
よ
び
規
制
原
理
に
か
か
る
問
題
に
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
向
き
合
う
こ
と
に
な
っ
た
。

(

�)

と
り
わ
け
一
九
八
六
年
の
単
一
欧
州
議

定
書
（
Ｓ
Ｅ
Ａ
）
が
産
業
政
策
を
共
同
体
目
的
と
明
示
し
、
ま
た
環
境
や
社
会
問
題
に
お
け
る
委
員
会
権
限
を
拡
大
し
た
こ
と
は
、
Ｅ

Ｃ
競
争
法
に
お
け
る
、
産
業
・
社
会
政
策
的
考
慮
の
可
否
を
正
面
か
ら
問
う
こ
と
に
な
っ
た
。

(

�)

そ
し
て
そ
れ
ら
問
題
に
対
し
て
第
一
審
裁
判
所
が
与
え
た
解
答
は
、
上
で
見
た
よ
う
に
、
①
一
項
に
つ
い
て
は
市
場
分
析
を
要
請
し
、

②
三
項
に
つ
い
て
は
、
法
文
に
よ
る
考
慮
の
限
界
を
認
識
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

も
っ
と
も
こ
れ
ら
判
例
の
流
れ
は
、
一
九
八
〇
年
代
後
半
以
降
に
お
け
る
、
委
員
会
実
務
の
大
き
な
流
れ
に
沿
う
も
の
で
あ
っ
た
。

ＥＣ競争法原理の生成
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届
出
処
理
に
忙
殺
さ
れ
て
い
た
委
員
会
は
、
一
九
八
〇
年
代
後
半
以
降
、
徐
々
に
従
来
の
八
一
条
解
釈
を
実
体
的
に
見
直
す
よ
う
に
な

っ
て
い
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
、
む
し
ろ
こ
の
よ
う
な
委
員
会
の
法
解
釈
・
法
運
用
の
転
換
が
、
と
り
わ
け
第
一
審
裁
判
所
設
置

後
の
判
例
に
強
い
影
響
を
与
え
た
と
の
評
価
も
な
さ
れ
る
。

(

�)

Ｍ
６
事
件
判
決
は
、
一
九
九
九
年
の
委
員
会
の
近
代
化
白
書
の

(

�)

立
場
を
追

認
し
た
も
の
と
も
読
め
る
の
で
あ
る
。

判
例
が
一
項
に
お
け
る
自
主
性
の
原
則
を
否
定
し
て
市
場
分
析
基
準
を
要
請
し
た
こ
と
が
、
結
果
と
し
て
、
一
九
八
〇
年
代
後
半
以

降
、
市
場
分
析
に
専
門
的
知
見
を
有
す
る
委
員
会
の
影
響
力
を
強
め
た
こ
と
は
興
味
深
い
。

(

�)

競
争
法
・
競
争
政
策
の
定
着
に
裁
判
所
が

果
た
し
た
役
割
は
先
に
見
た
と
お
り
で
あ
る
が
、
枠
組
み
が
決
定
さ
れ
た
一
九
九
〇
年
代
に
は
、
委
員
会
の
政
策
・
解
釈
が
、
Ｅ
Ｃ
競

争
法
の
展
開
を
牽
引
し
た
の
で
あ
る
。

(

イ
）
委
員
会
実
務
の
変
化
に
か
か
る
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
は
、
一
九
九
〇
年
の

E
lo

p
ak

/M
e

tal
B

o
x
-O

d
in

事
件
決
定
で

(

�)

あ
っ
た
。
同

事
件
に
お
い
て
、
委
員
会
は
、
ま
ず
共
同
行
為
な
く
し
て
参
加
者
は
独
自
の
事
業
遂
行
が
不
可
能
で
あ
り
、
潜
在
競
争
関
係
に
な
い
参

加
者
間
の
共
同
行
為
は
、
一
項
に
違
反
す
る
こ
と
が
な
い
と
す
る
。
ま
た
、
共
同
子
会
社
へ
の
排
他
的
ラ
イ
セ
ン
ス
の
取
り
決
め
は
、

参
加
者
が
共
同
事
業
に
専
念
す
る
た
め
に
必
要
不
可
欠
で
あ
り
、
付
随
的
と
す
る
。

同
事
件
は
伝
統
的
な
委
員
会
の
「
事
後
的
な
」
思
考
方
法
と
異
な
っ
て
い
る
。
単
独
で
は
不
可
能
な
共
同
事
業
の
遂
行
は
、
事
前
的

に
見
れ
ば
、
競
争
を
制
限
す
る
こ
と
が
な
く
、
ま
た
事
業
遂
行
に
必
要
不
可
欠
な
制
限
は
、
主
要
事
業
と
法
的
評
価
の
運
命
を
共
に
す

る
の
で
あ
る
。
同
事
件
は
委
員
会
か
ら
産
業
界
へ
の
明
確
な
シ
グ
ナ
ル
と
な
り
、
そ
の
後
、
届
出
が
な
さ
れ
な
い
共
同
行
為
が
増
加
し

た
と
言
わ
れ
る
。

(

�)

ま
た
委
員
会
は
、
二
〇
〇
一
年
の
「
重
要
性
の
低
い
協
定
に
か
か
る
告
示
」

(
�)

(
以
下
、「
デ
ミ
ニ
ミ
ス
告
示
」
と
い
う
）
に
お
い
て
、

「
感
知
し
得
る
」
影
響
要
件
に
つ
き
、
そ
れ
が
市
場
支
配
力
分
析
に
か
か
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。

(

�)

そ
れ
ま
で
同
要
件

論 説
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は
、
し
ば
し
ば
加
盟
国
間
通
商
要
件
に
関
す
る
も
の
と
し
て
論
じ
ら
れ
て
い
た
。

(

�)

し
た
が
っ
て
「
無
視
で
き
な
い(

n
o

t
n

e
g

lig
ib

le)

」

程
度
の
シ
ェ
ア
が
あ
れ
ば
、

(

�)

同
要
件
の
充
足
を
確
認
で
き
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
も
そ
も
旧
告
示
に
お
け
る
売
上
高
基
準
は
、
市
場

支
配
力
分
析
か
ら
正
当
化
さ
れ
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
新
し
い
デ
ミ
ニ
ミ
ス
告
示
は
、
同
要
件
が
加
盟
国
間
通
商
要

件
に
か
か
る
も
の
で
は
な
く
、
競
争
制
限
に
か
か
る
も
の
と
明
言
す
る
。
そ
し
て
か
つ
て
存
在
し
た
売
上
高
基
準
を
放
棄
し
、
ハ
ー
ド

コ
ア
制
限
を
除
き
、

(
�)

水
平
型
協
定
に
つ
い
て
は
一
〇
％
（
平
行
実
施
の
場
合
は
五
％)

、
垂
直
型
協
定
に
つ
い
て
は
一
五
％
の
市
場
シ

ェ
ア
基
準
を
提
示
す
る
。

(
�)

さ
ら
に
委
員
会
は
、
接
ぎ
木
的
に
拡
大
し
批
判
が
高
ま
っ
て
い
た
一

(

�)

括
適
用
除
外
規
則
に
つ
い
て
、
市
場
支
配
力
分
析
に
依
拠
す
る

新
基
準
に
整
理
す
る
。
一
九
九
九
年
の
「
垂
直
的
協
定
・
共
同
行
為
に
か
か
る
一
括
適
用
除
外
規
則
」

(

�)

は
、
排
他
的
流
通
に
か
か
る
一

括
適
用
除
外
規
則
（1

9
8

3
/8

3)

、
排
他
的
購
入
に
か
か
る
一
括
適
用
除
外
規
則
（1

9
8

4
/8

3)

、
そ
し
て
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
協
定
に
か

か
る
一
括
適
用
除
外
規
則
（4

0
8

7
/8

8

）
に
替
わ
る
も
の
で
あ
る
。
ハ
ー
ド
コ
ア
制
限
が
存
在
し
な
い
こ
と
を
条
件
と
し
て
、

(

�)

三
〇
％

の
市
場
シ
ェ
ア
基
準
を
提
示
す
る
。
ま
た
水
平
的
制
限
に
つ
い
て
、
二
〇
〇
〇
年
の
「
専
門
化
協
定
に
か
か
る
一
括
適
用
除
外
規

則｣

、

(

�)
｢

研
究
開
発
協
定
に
か
か
る
一
括
適
用
除
外
規
則
」

(
	)

は
、
ハ
ー
ド
コ
ア
制
限
が
存
在
し
な
い
こ
と
を
条
件
と
し
て
、
二
〇
％
（
専

門
化
協
定
）
又
は
二
五
％
（
研
究
開
発
協
定
）
の
市
場
シ
ェ
ア
基
準
を
提
示
す
る
。
こ
れ
ら
一
括
適
用
除
外
規
則
は
、
市
場
支
配
力
の

発
生
を
基
準
と
す
る
。
か
つ
て
あ
っ
た
白
条
項
の
定
め
の
消
滅
は
、
そ
の
反
映
で
あ
る
。
市
場
支
配
力
は
、
市
場
シ
ェ
ア
の
み
か
ら
推

認
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
の
た
め
個
別
事
例
に
つ
い
て
、
規
則
適
用
の
撤
回
権
限
が
留
保
さ
れ
る
。

も
ち
ろ
ん
デ
ミ
ニ
ミ
ス
告
示
や
こ
れ
ら
「
新
ス
タ
イ
ル
」

(


)

の
一
括
適
用
除
外
に
お
け
る
よ
う
に
、
市
場
シ
ェ
ア
が
市
場
支
配
力
の
代

数
と
な
る
た
め
に
は
、
正
確
な
市
場
画
定
が
前
提
と
な
る
。

(

�)

当
初
、
恣
意
的
な
市
場
画
定
に
基
づ
く
市
場
シ
ェ
ア
基
準
よ
り
は
、

(

�)

ス
ト

レ
ー
ト
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
の
方
が
ま
だ
ま
し
と
の
産
業
界
の
意
見
も
存
在
し
た
の
で
あ
る
。
か

(
)

つ
て
委
員
会
は
、「
市
場
の
境
界
を
描
く
こ

ＥＣ競争法原理の生成
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と
は
不
可
避
的
に
恣
意
性
が
内
在
す
る
」
作
業
と
述
べ
て
い
た
。

(

�)

市
場
画
定
が
市
場
支
配
力
分
析
の
前
提
作
業
で
は
な
い
以
上
、
精
緻

な
市
場
画
定
作
業
は
不
要
で
あ
っ
た
。
し
か
し
一
九
九
七
年
の
告
示
は
、
か
つ
て
の
市
場
画
定
態
度
を
放
棄
し
て
、
市
場
支
配
力
分
析

に
コ
ミ
ッ
ト
し
た
市
場
画
定
手
法(

S
S

N
IP

テ
ス
ト
）
を
提
唱
す
る
。

(

�)

こ
の
よ
う
な
市
場
画
定
手
法
の
変
化
や
、
ハ
ー
ド
コ
ア
カ
ル
テ

ル
概
念
の
登
場
は
、

(

�)

一
項
に
か
か
る
分
析
基
準
の
変
化
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

(

ウ
）
一
九
六
〇
年
代
か
ら
の
司
法
裁
判
所
判
例
に
加
え
て
、
委
員
会
に
こ
の
よ
う
な
解
釈
態
度
の
変
化
を
要
請
し
た
の
は
、
一
九

八
九
年
の
集
中
規
則
の
制
定
で
あ
っ
た
。

(

�)

企
業
集
中
に
つ
い
て
は
、
実
体
的
に
、
集
中
行
為
そ
れ
自
体
の
違
法
性
を
問
う
こ
と
は
ナ
ン

セ
ン
ス
で
あ
り
、
市
場
支
配
力
分
析
が
必
要
と
な
る
。
ま
た
手
続
的
に
も
、
二
段
階
審
査
や
審
査
期
間
等
、
そ
の
定
め
は
明
確
で
あ
る
。

国
際
的
な
企
業
集
中
の
届
出
が
、
競
争
法
の
国
際
的
ハ
ー
モ
ナ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
を
必
然
と
し
、
集
中
規
則
に
市
場
分
析
を
要
請
し
た
点

も
重
要
で
あ
る
。
集
中
規
制
の
制
定
・
運
用
は
、
八
一
条
の
伝
統
的
な
法
運
用
に
つ
い
て
、
そ
の
問
題
点
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
あ

っ
た
。

そ
し
て
よ
り
積
極
的
に
、
集
中
規
則
に
お
け
る
法
運
用
は
、
競
争
政
策
に
お
け
る
委
員
会
中
心
主
義
を
確
固
た
る
も
の
と
し
、
分
権

化
の
制
度
的
基
礎
を
形
成
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
集
中
規
則
に
お
け
る
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
は
、
Ｅ
Ｃ
競
争
法
シ
ス
テ
ム
に

お
い
て
、
加
盟
国
競
争
当
局
の
役
割
を
小
さ
な
も
の
と
す
る
。
た
し
か
に
、
そ
の
後
の

D
e

H
av

illan
d

事
件
決
定
に

(

�)

お
け
る
政
治
的

議
論
は
、
競
争
政
策
に
対
す
る
信
頼
に
傷
を
付
け
か
ね
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。

(

�)

し
か
し
、
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
ゆ
え
に
、
集

中
規
則
は
産
業
界
か
ら
の
支
持
を
受
け
、
競
争
政
策
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
を
高
め
た
。

(

�)

ま
た
、
も
っ
ぱ
ら
集
中
規
則
案
件
を
処
理
す
る
た
め

に
当
初
設
け
ら
れ
て
い
たM

e
rg

e
r

T
ask

F
o

rce

は
、
委
員
会
の
市
場
分
析
能
力
を
大
き
く
高
め
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

論 説
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第
二
款

非
競
争
的
価
値
の
考
慮
方
法(

V
.

O
.

T
.

O
.

B
.

事
件
）

(
ア
）
一
九
九
〇
年
代
に
な
り
、
委
員
会
は
、
先
に
見
た
一
九
七
〇
年
代
、
一
九
八
〇
年
代
の
産
業
政
策
に
か
か
る
認
識
を
大
き
く

変
化
さ
せ
た
。
委
員
会
は
、
①
域
内
市
場
を
完
成
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
域
内
企
業
に
規
模
の
経
済
性
の
享
受
を
認
め
る
こ
と
、
お
よ

び
②
よ
り
大
き
な
競
争
圧
力
に
さ
ら
す
こ
と
に
よ
り
、
域
内
企
業
の
生
産
性
を
高
め
る
こ
と
が
、
Ｅ
Ｃ
の
産
業
政
策
と
す
る
。

(

�)

委
員
会

に
よ
れ
ば
、
人
為
的
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
を
育
成
す
る
こ
と
は
危
険
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
施
策
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
消
費
者

に
高
価
格
と
い
う
負
担
を
求
め
る
こ
と
に
な
り
認
め
ら
れ
な
い
。

(

�)

こ
の
よ
う
な
水
平
的
産
業
政
策
の
考
え
は
、
不
況
産
業
救
済
や
ハ
イ

テ
ク
産
業
振
興
の
た
め
に
、
事
業
者
に
競
争
圧
力
の
緩
和
を
認
め
て
い
た
、
か
つ
て
の
決
定
例
と
は
異
な
る
。

一
九
九
二
年
の
市
場
統
合
完
成
を
明
記
す
る
単
一
欧
州
議
定
書
を
後
押
し
し
た
も
の
は
、
日
米
産
業
と
比
較
し
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
産
業

の
競
争
力
低
下
へ
の
危
惧
で
あ
っ
た
。
上
で
見
た
よ
う
に
、
委
員
会
に
お
い
て
産
業
政
策
は
、
積
極
的
な
競
争
政
策
を
意
味
す
る
。
結

果
、
競
争
政
策
が
市
場
統
合
政
策
と
一
体
と
し
て
、
同
様
の
重
要
性
を
持
ち
得
た
点
に
注
目
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

さ
ら
に
委
員
会
は
、
上
記
の
よ
う
に
産
業
政
策
的
考
慮
の
あ
り
方
を
変
化
さ
せ
た
ほ
か
、
市
場
統
合
に
と
も
な
い
必
然
的
課
題
と
な

る
社
会
政
策
的
考
慮
の
あ
り
方
に
つ
い
て
も
、
そ
の
考
慮
を
限
定
的
に
捉
え
る
立
場
を
明
ら
か
に
す
る
。
第
二
〇
次
競
争
政
策
報
告
書

は
、
新
た
に
「
競
争
政
策
と
他
の
政
策
と
の
関
連
」
と
の
項
目
を
設
け
、
競
争
政
策
は
「
共
同
体
の
他
の
政
策
に
寄
与
し(

an
in

p
u

t

in
to)

か
つ
影
響
を
与
え
る(

an
im

p
act

o
n)

」
も
の
と
す
る
。

(
�)

こ
こ
で
重
要
で
あ
る
の
は
、
競
争
政
策
・
競
争
原
理
が
、
他
の
産
業
・
社
会
政
策
と
矛
盾
す
る
異
質
な
も
の
と
理
解
さ
れ
る
の
で
は

な
く
、
他
の
産
業
・
社
会
政
策
に
寄
与
し
、
ま
た
は
少
な
く
と
も
基
礎
な
い
し
出
発
点
に
な
る
も
の
と
理
解
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。

競
争
局
局
長
で
あ
る

A
.

S
ch

au
b

は
、
短
期
的
に
競
争
政
策
が
他
の
産
業
・
社
会
政
策
と
矛
盾
す
る
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
長
期
的
に
は

競
争
政
策
と
そ
れ
ら
政
策
に
矛
盾
は
な
く
、
競
争
政
策
は
そ
れ
ら
目
的
の
達
成
手
段
で
あ
る
か
ら
、
競
争
法
の
運
用
に
お
い
て
そ
れ
ら

ＥＣ競争法原理の生成
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考
慮
を
行
う
べ
き
で
は
な
い
と
、
明
確
に
述
べ
る
。

(

�)

(
イ
）V

.
O

.
T

.
O

.
B

.

事
件
は

(

�)

、
委
員
会
の
そ
の
よ
う
な
考
え
を
よ
く
示
す
も
の
で
あ
る
。
事
件
は
化
学
物
質
の
貯
蔵
業
者
が
、
有

害
物
質
の
排
出
抑
制
費
用
に
つ
い
て
、
別
立
て
に
て
一
律
の
費
用
請
求
を
行
っ
た
事
例
で
あ
っ
た
。
本
件
に
お
い
て
委
員
会
は
、
排
出

者
負
担
原
則
に
か
か
る
費
用
を
顧
客
に
求
め
る
こ
と
に
反
対
で
な
い
と
す
る
。
委
員
会
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
は
「
顧
客
に
対
し
て
、
環
境

問
題
の
存
在
お
よ
び
そ
の
影
響
を
よ
り
認
識
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る｣

。

(

�)

し
か
し
委
員
会
は
、
参
加
者
の
投
資
額
が
異
な
る

状
況
に
お
い
て
、
一
律
の
価
格
引
き
上
げ
を
求
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
す
る
。

委
員
会
は
、
環
境
問
題
の
重
要
性
を
認
識
し
つ
つ
も
、
環
境
問
題
の
解
決
は
排
出
者
負
担
原
則
に
従
い
、
負
の
外
部
性
を
内
部
化
し

た
上
で
、
市
場
機
能
の
利
用
に
よ
り
そ
の
解
決
を
図
る
べ
き
と
す
る
。

(

�)

そ
し
て
市
場
機
能
を
利
用
し
て
環
境
問
題
に
対
処
す
る
以
上
、

市
場
機
能
に
反
す
る
共
同
の
価
格
引
き
上
げ
が
認
め
ら
れ
る
余
地
は
な
い
。
委
員
会
に
よ
れ
ば
、
競
争
制
限
効
果
を
有
す
る
協
定
に
対

し
て
、
環
境
保
護
目
的
が
一
項
に
お
け
る
正
当
化
理
由
と
な
る
こ
と
は
な
い
。

(

�)

も
っ
と
も
同
時
に
注
目
す
べ
き
は
、
委
員
会
が
、
顧
客

に
排
出
抑
制
費
用
を
求
め
る
こ
と
自
体
を
否
定
し
な
い
点
で
あ
る
。
委
員
会
は
別
立
て
の
一
律
請
求
が
認
め
ら
れ
な
い
と
す
る
の
で
あ

り
、
そ
れ
以
外
の
方
法
で
は
、
少
な
く
と
も
三
項
に
よ
る
救
済
可
能
性
が
残
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
価
格
引
き
上
げ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

救
済
可
能
性
が
残
さ
れ
る
点
は
、
Ｅ
Ｃ
競
争
法
の
特
色
に
な
り
得
る
も
の
で
あ
る
。

Ｅ
Ｃ
競
争
法
の
特
徴
と
し
て
、
し
ば
し
ば
「
競
争
は
そ
れ
自
体
目
的
で
は
な
い
」
と
論
じ
ら
れ
て
き
た
。
Ｅ
Ｃ
条
約
二
条
お
よ
び
三

条
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
Ｅ
Ｃ

(

Ｅ
Ｕ)

の
目
的
は
市
場
競
争
の
確
保
だ
け
で
は
な
い
以
上
、
競
争
法
の
解
釈
に
お
い
て
、
内
在
的

に
、
競
争
政
策
と
そ
の
他
の
Ｅ
Ｃ
諸
政
策
と
の
積
極
的
調
整
が
必
要
と
論
じ
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
先
に
見
た
よ
う
に
、
学
説
に
お

い
て
も
、
こ
の
よ
う
な
考
え
が
有
力
で
あ
っ
た
。
し
か
し
上
で
の
委
員
会
の
考
え
方
で
は
、
競
争
法
解
釈
に
お
け
る
そ
の
よ
う
な
調
整

は
、
限
定
的
な
も
の
と
な
る
。

論 説
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こ
こ
に
競
争
原
理
の
基
礎
的
価
値
、
市
場
支
配
力
分
析
に
基
づ
く
競
争
法
解
釈
の
方
針
が
、
少
な
く
と
も
委
員
会
レ
ベ
ル
（
ま
た
は

競
争
当
局
レ
ベ
ル
）
に
お
い
て
は
、
確
認
さ
れ
た
と
評
価
し
て
よ
い
。
こ
の
よ
う
に
基
礎
的
価
値
が
確
認
さ
れ
た
競
争
政
策
・
競
争
法

は
、
一
九
九
〇
年
代
以
降
、P

.
S

u
th

e
rlan

d
(

1
9

8
5

�

1
9

8
8)

、L
.

B
rittan

(
1

9
8

9

�

1
9

9
2)

、K
.

v
an

M
ie

rt
(

1
9

9
3

�

1
9

9
9)

と
い
う
一

連
の
競
争
政
策
担
当
委
員
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
基
づ
き
、
共
同
体
の
ア
キ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ー
ル
の
重
要
な
一
部
と
し
て
、
そ
の
存
在
意

義
を
確
立
し
て
い
っ
た
。

(

�)

第
三
款

消
費
者
余
剰
基
準

(

ア
）
以
上
の
よ
う
に
、
自
主
性
の
原
則
で
支
え
ら
れ
て
い
た
八
一
条
は
、
域
内
的
に
は
集
権
的
法
運
用
の
コ
ス
ト
の
大
き
さ
が
認

識
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
域
外
的
に
は
競
争
法
の
国
際
的
ハ
ー
モ
ナ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
流
れ
の
中
で
、
経
済
的
基
準
（
市
場
支
配
力
分

析
）
へ
と
規
制
基
準
を
転
換
さ
せ
た
。
こ
の
よ
う
な
一
九
八
〇
年
代
後
半
以
降
の
経
済
的
基
準
へ
の
転
換
が
、
二
〇
〇
二
年
の
分
権
化

の
基
礎
と
な
る
。
経
済
的
基
準
・
経
済
理
論
は
「
共
通
言
語
」
で
あ
り
、

(

�)

そ
の
よ
う
な
共
通
言
語
を
も
っ
て
こ
そ
分
権
的
法
運
用
が
可

能
と
な
る
の
で
あ
る
。

(

�)

そ
し
て
分
権
化
は
、
三
項
を
巡
る
論
争
（
い
わ
ゆ
る
合
理
の
原
則
論
争
）
に
決
定
的
意
味
を
有
す
る
こ
と
を
再
確
認
す
べ
き
で
あ
る
。

分
権
化
の
最
も
大
き
な
理
由
は
、
加
盟
国
拡
大
に
よ
る
委
員
会
の
事
務
量
軽
減
で
あ
っ
た
。

(

�)

そ
し
て
事
務
量
軽
減
の
み
を
目
的
と
す
る

な
ら
ば
、
加
盟
国
裁
判
所
お
よ
び
規
制
当
局
に
対
し
て
一
項
に
お
け
る
市
場
支
配
力
分
析
を
要
請
し
、
三
項
に
つ
い
て
は
委
員
会
の
専

権
に
し
て
お
く
と
い
う
制
度
設
計
も
あ
り
得
た
。
し
か
し
八
一
条
の
近
代
化
は
、
加
盟
国
に
お
け
る
三
項
の
直
接
適
用
を
認
め
る
。
直

接
適
用
に
は
法
規
の
明
確
性
や
一
義
性
が
必
要
と
な
る
。

(

�)

三
項
の
基
準
を
明
確
に
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
り
、

(

�)

三
項
が
加
盟
国
利
益
追

求
の
場
と
な
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。

(

�)

分
権
化
は
、
三
項
を
含
め
た
八
一
条
全
体
に
つ
い
て
、
経
済
的
基
準
を
採
用
す
る
こ
と
を
意
味

ＥＣ競争法原理の生成
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す
る
の
で
あ
る
。

二
〇
〇
四
年
に
公
表
さ
れ
た
「
三
項
の
適
用
に
か
か
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」(

以
下
、「
三
項
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
と
い
う
）
は
、

(

�)

三
項
解

釈
に
「
経
済
的
ア
プ
ロ
ー
チ(

e
co

n
o

m
ic

ap
p

ro
ach)

」
を
採
用
す
る
と
し
て
、

(

�)

三
項
は
「
効
率
性(

e
fficie

n
cie

s)
(

�)

」
を
考
慮
す
る
場

と
す
る
。
一
項
は
「
市
場
支
配
力(

m
ark

e
t

p
o

w
e

r)
(

�)

」
を
考
慮
す
る
場
で
あ
り
、
三
項
は
市
場
支
配
力
に
対
す
る
効
率
性
の
「
抗
弁

(
d
e

fe
n

se)

」
を
考
慮
す
る
場
で
あ
る
。

(

�)

(

イ
）
そ
れ
で
は
三
項
に
お
け
る
効
率
性
の
評
価
は
、
ど
の
よ
う
な
基
準
に
基
づ
く
の
か
。
三
項
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
、
競
争
法
の
目

的
は
、
資
源
配
分
上
の
効
率
性
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
消
費
者
厚
生
を
確
保
す
る
こ
と
に
あ
る
と
す
る
。

(

�)

前
者
と
後
者
の
関
係
は
い

か
な
る
も
の
か
。
す
な
わ
ち
両
目
的
は
選
択
的
な
の
で
あ
ろ
う
か
、
ま
た
米
国
反
ト
ラ
ス
ト
法
学
に
お
け
る
シ
カ
ゴ
学
派
の
よ
う
に
両

目
的
は
同
義
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

(

�)

こ
の
点
、
三
項
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
、
第
二
要
件
の
重
要
性
を
指
摘
す
る
。
す
な
わ
ち
消
費
者
は
、
一
項
違
反
の
競
争
制
限
を
補
償
す

る
だ
け
の
均
霑
を
受
け
る
必
要
が
あ
る
。

(

�)

均
霑
に
あ
っ
て
は
、
市
場
間
比
較
が
許
さ
れ
な
い
。
す
な
わ
ち
市
場
支
配
力
の
弊
害
受
忍
者

と
効
率
性
の
受
益
者
の
同
一
性
が
要
求
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、
三
項
解
釈
の
基
本
が
、
総
余
剰
基
準
（
カ
ル
ド
ア
・
ヒ
ッ
ク
ス
基
準
）
で

は
な
く
、
消
費
者
余
剰
基
準
（
パ
レ
ー
ト
基
準
）
に
あ
る
こ
と
を
示
す
。
か
つ
て
の
委
員
会
実
務
に
お
い
て
、
消
費
者
は
市
場
支
配
力

の
受
忍
者
で
あ
っ
た
。
し
か
し
現
在
で
は
、
消
費
者
余
剰
の
増
減
が
、
八
一
条
の
規
制
基
準
で
あ
る
。

(

	)

二
〇
〇
二
年
の

C
o

m
p

ag
n

ie
G

e
n

e
rale

M
aritim

e

事
件
判
決
は

(

)

、
三
項
の
解
釈
に
お
い
て
、「
関
連
市
場(

re
le

v
an

t
m

ark
e

t)

」

以
外
の
「
他
の
市
場(

e
v

e
ry

o
th

e
r

m
ark

e
t)

」
に
お
け
る
経
済
的
利
点
も
考
慮
の
対
象
に
な
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
た
。

(

�)

こ
れ
は
厳

格
な
消
費
者
余
剰
基
準
を
採
用
す
る
も
の
で
な
い
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
市
場
間
比
較
を
前
提
と
し
た
総
余
剰
基
準
を
示
唆
す
る
よ
う
で

も
あ
っ
た
。
し
か
し
三
項
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
、
判
例
を
こ
の
よ
う
に
理
解
し
な
い
こ
と
に
な
る
。

(

�)

論 説
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委
員
会
に
よ
る
消
費
者
余
剰
基
準
の
採
用
は
、
第
二
要
件
の
法
文
に
よ
る
明
確
な
要
請
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
加
え
て
、

米
国
反
ト
ラ
ス
ト
法
に
お
け
る
議
論
と
の
平
準
化
、
お
よ
び
近
代
化
以
降
に
お
け
る
私
的
エ
ン
フ
ォ
ー
ス
メ
ン
ト
の
活
性
化
と
い
う
積

極
的
理
由
も
存
在
す
る
。
そ
し
て
加
盟
国
間
の
市
場
比
較
を
許
容
す
れ
ば
、
三
項
に
、
政
治
的
火
種
を
持
ち
込
む
こ
と
に
な
る

(

三
項

の
分
権
的
運
用
を
不
可
能
に
す
る)

と
の
問
題
は
決
定
的
で
あ
る
。

第
四
章

Ｅ
Ｃ
競
争
法
の
特
徴
・
独
自
性

第
一
節

一
項
の
違
法
性
判
断
基
準

第
一
款

目
的
に
基
づ
く
一
項
違
反
認
定

(

ア
）
一
項
に
お
け
る
市
場
支
配
力
の
具
体
的
認
定
方
法
に
つ
い
て
は
、
三
項
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
他
、
垂
直
制
限
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
お

(

�)

よ
び
水
平
制
限
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が

(

�)

公
表
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
い
わ
ゆ
る
市
場
支
配
力
分
析
が
要
請
さ
れ
る
。
ブ
ラ
ン
ド
内
競
争
、

ブ
ラ
ン
ド
間
競
争
と
も
に
一
項
の
規
制
対
象
で
あ
る
。

市
場
支
配
力
の
認
定
に
お
い
て
は
、
デ
ミ
ニ
ミ
ス
告
示
や
一
括
適
用
除
外
規
則
に
お
け
る
市
場
シ
ェ
ア
基
準
を
超
え
る
だ
け
で
は
不

十
分
で
あ
る
。

(

�)

明
確
な
シ
ェ
ア
基
準
は
、
経
済
理
論
を
可
能
な
限
り
明
確
な
法
準
則
と
し
て
定
立
す
る
こ
と
を
要
請
す
る
オ
ル
ド
リ
ベ

ラ
ル
の
影
響
を
受
け
た
、

(

�)

Ｅ
Ｃ
競
争
法
の
伝
統
的
特
徴
で
あ
る
。
し
か
し
一
定
の
市
場
シ
ェ
ア
は
市
場
支
配
力
発
生
の
必
要
条
件
で
あ

る
が
、
十
分
条
件
で
は
な
い
。
セ
ー
フ
ハ
ー
バ
ー
を
超
え
る
場
合
に
は
、
事
例
ご
と
の
市
場
支
配
力
分
析
が
必
要
と
な
る
。
三
項
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
は
、
市
場
支
配
力
に
か
か
る
推
定
則
は
存
在
し
な
い
と
明
示
す
る
。

(
�)

目
的
に
も
と
づ
く
一
項
違
反
が
認
定
で
き
る
場
合
に
は
、
市
場
支
配
力
分
析
は
不
要
で
あ
る
。
ま
た
感
知
し
得
る
影
響
の
認
定
も
不

要
で
あ
る
。
そ
の
例
は
ハ
ー
ド
コ
ア
制
限
で
あ
る
。
水
平
的
制
限
で
は
、
価
格
協
定
、
産
出
量
削
減
、
市
場
・
顧
客
分
割
が
こ
れ
に
該

ＥＣ競争法原理の生成
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当
す
る
。

(

�)

そ
の
他
、
決
定
例
に
お
い
て
、
共
同
の
間
接
ボ
イ
コ
ッ
ト
に
目
的
に
基
づ
く
一
項
違
反
が
認
定
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
ほ
か
、

(

�)

情
報
交
換
協
定
に
対
す
る
Ｅ
Ｃ
競
争
法
の
厳
格
な
規
制
態
度
は
、
ハ
ー
ド
コ
ア
制
限
の
対
象
領
域
を
拡
大
す
る
可
能
性
を
も
つ
。

(

�)

(
イ
）
目
的
に
も
と
づ
く
一
項
違
反
認
定
に
つ
い
て
、
三
項
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
、
そ
の
際
に
は
特
有
の
事
実
や
状
況
の
考
慮
が
必
要

と
述
べ
る
。

(
�)

最
近
のV

isa

事
件
は

(

�)

、
カ
ー
ド
手
数
料
を
取
り
決
め
る
協
定
（
Ｍ
Ｉ
Ｆ
）
に
つ
い
て
、「
シ
ス
テ
ム
運
用
の
安
定
お
よ
び

効
率
を
目
的
と
し
て
お
り｣

、
ま
た
間
接
的
に
決
済
シ
ス
テ
ム
間
の
競
争
を
促
進
す
る
こ
と
か
ら
、
目
的
に
基
づ
く
一
項
違
反
を
認
定

で
き
な
い
と
す
る
。

(
�)

こ
れ
は
、
形
式
的
に
ハ
ー
ド
コ
ア
制
限
に
合
致
し
て
も
、
補
償
す
べ
き
客
観
的
便
益
な
く
競
争
制
限
を
目
的
と
す

る
も
の
か
ど
う
か
の
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
が
行
わ
れ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
こ
れ
を
、
米
国
反
ト
ラ
ス
ト
法
に
な
ら
っ
て
、「
ク
イ
ッ
ク

ル
ッ
ク
」
分
析
の
導
入
と
評
価
す
る
学
説
も
あ
る
。

(

�)

こ
の
よ
う
な
便
益
を
有
し
な
い
制
限
が
、M

.
M

o
n

ti

が
い
う
「
あ
か
ら
さ
ま
制

限
」
で
あ
り
、

(

�)

目
的
に
も
と
づ
く
一
項
違
反
が
認
定
さ
れ
る
場
合
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
解
釈
は
、
米
国
反
ト
ラ
ス
ト
法
に
お
い
て
、
当
然
違
法
原
則
と
合
理
の
原
則
が
相
対
化
し
て
い
る
（
し
か
し
同
時
に
あ

か
ら
さ
ま
な
制
限
に
は
厳
格
な
規
制
を
行
う
）
傾
向
と
共
通
す
る
。

(

	)

た
だ
し
Ｅ
Ｃ
競
争
法
に
お
い
て
は
、
そ
の
よ
う
な
ス
ク
リ
ー
ニ
ン

グ
を
経
て
「
目
的
」
に
よ
る
一
項
違
反
を
認
定
で
き
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
理
論
上
、
三
項
に
よ
る
救
済
の
可
能
性
が
残
さ
れ
る
。

(


)

こ

れ
は
Ｅ
Ｃ
競
争
法
の
特
徴
の
一
つ
で
あ
り
、

(

�)

後
述
す
るC

E
C

E
D

事
件
決
定
は
そ
の
例
で
あ
る
。

第
二
款

｢

感
知
し
得
る
」
影
響
の
質
的
考
慮

(

ア
）
水
平
制
限
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
よ
れ
ば
、
共
同
行
為
に
よ
っ
て
参
加
者
が
単
独
で
は
生
み
出
す
こ
と
の
で
き
な
い
新
製
品
・
新

市
場
が
誕
生
す
る
な
ら
ば
、
当
該
共
同
行
為
が
一
項
に
違
反
す
る
こ
と
は
な
い
。

(
�)

こ
れ
は
先
に
見
た
委
員
会
の
伝
統
的
な
思
考
方
法

（
事
後
的
思
考
方
法
）
と
決
別
す
る
も
の
で
あ
る
。
事
後
的
な
視
点
で
は
、
競
争
制
限
と
市
場
創
出
と
の
比
較
衡
量
と
い
う
こ
と
に
な

論 説
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ろ
う
が
、

(

�)

事
前
的
な
視
点
で
は
、
そ
も
そ
も
制
限
す
る
べ
き
競
争
が
な
く
、
競
争
制
限
効
果
も
存
在
し
な
い
こ
と
に
な
る
。
市
場
創
出

の
み
が
共
同
行
為
の
純
効
果
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
思
考
方
法
は
、
Ｓ
Ｔ
Ｍ
事
件
判
決
な
ど
で
示
さ
れ
る
も
の
と
共
通
す
る
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
な
場
合
に
加
え
て
、
水
平
制
限
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
、
共
同
行
為
が
「
競
争
の
パ
ラ
メ
ー
タ
ー(

th
e

re
le

v
an

t
p

aram
e

te
rs

o
f

co
m

p
e

titio
n)

」
に
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
場
合
に
は
、
当
該
共
同
行
為
が
一
項
に
違
反
す
る
こ
と
は
な
い
と
も
述
べ
る
。
そ
の
よ
う

な
例
と
し
て
、
水
平
制
限
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
指
摘
す
る
の
は
標
準
設
定
行
為
で
あ
る
。

(

�)

「
製
品
の
重
要
で
は
な
い
部
分
・
性
質(

m
in

o
r

p
ro

d
u

ct
ch

aracte
ristic)

」
に
つ
い
て
の
標
準
化
に
つ
い
て
は
、
感
知
し
得
る
影
響
を
競
争
に
与
え
る
こ
と
が
な
い
。
感
知
し
得
る
影

響
の
こ
の
よ
う
な
解
釈
は
、
市
場
シ
ェ
ア
に
基
づ
く
量
的
な
考
慮
と
対
比
し
て
、
学
説
上
、「
質
的
な(

q
u

alitativ
e)

」
考
慮
と
呼
ば

れ
る
も
の
で
あ
る
。

(

�)

こ
の
よ
う
に
質
的
な
考
慮
要
因
と
よ
ば
れ
る
も
の
に
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

第
一
に
、
制
限
の
対
象
と
な
る
競
争
の
側
面
（
手
段)

、
残
さ
れ
る
競
争
の
側
面
（
手
段
）
で
あ
る
。
健
康
食
品
に
か
か
る
認
証
制

度
に
つ
い
て
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
ク
リ
ア
ラ
ン
ス
が
与
え
ら
れ
た
Ａ
Ｐ
Ｂ
事
件
決
定
は

(

�)

、「
健
康
食
品
の
品
質
は
競
争
手
段
の
一
つ
に
過
ぎ
な

い(
o

n
ly

o
n

e
m

e
an

s
o

f
co

m
p

e
titio

n)

」
の
で
あ
り
、
認
証
制
度
が
競
争
に
与
え
る
影
響
は
感
知
し
得
る
も
の
で
は
な
い
と
す
る
。

(

�)

水
平
制
限
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
述
べ
る
上
記
例
も
、
こ
の
よ
う
な
考
慮
で
あ
る
。

第
二
に
、
目
的
達
成
の
手
段
に
か
か
る
裁
量
性
の
存
在
で
あ
る
。
委
員
会
は
、
基
準
制
度
に
つ
い
て
一
項
該
当
性
を
検
討
す
る
際
に

は
、
共
同
行
為
参
加
者
に
目
的
達
成
の
手
段
に
裁
量
が
残
さ
れ
る
こ
と
を
重
視
す
る
。
自
動
車
メ
ー
カ
ー
団
体
が
二
酸
化
炭
素
の
排
出

削
減
目
標
を
設
定
す
る
こ
と
が
問
題
と
な
っ
た
Ａ
Ｃ
Ｅ
Ａ
事
件
は

(

�)
、
メ
ー
カ
ー
そ
れ
ぞ
れ
に
達
成
手
段
（
技
術
）
の
自
由
が
残
さ
れ
て

い
る
こ
と
を
理
由
と
し
て
、
共
同
決
定
が
一
項
に
違
反
す
る
も
の
で
な
い
と
す
る
。

第
三
に
、
共
同
行
為
に
よ
り
影
響
を
受
け
る
製
品
群
の
割
合
（
た
と
え
ば
消
滅
す
る
モ
デ
ル
の
割
合
）
で
あ
る
。
水
平
制
限
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
は
環
境
基
準
の
設
定
に
つ
い
て
、
環
境
基
準
に
よ
っ
て
特
定
の
製
品
群
が
市
場
か
ら
消
え
る
こ
と
に
な
っ
て
も
、
そ
れ
ら
の
シ

ＥＣ競争法原理の生成
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ェ
ア
が
小
さ
な
も
の
で
あ
る
場
合
に
は
、
感
知
し
得
る
影
響
を
も
つ
も
の
で
は
な
い
と
す
る
。

(

�)

(
イ
）
こ
れ
ら
質
的
な
考
慮
要
因
は
、
市
場
支
配
力
分
析
か
ら
内
在
的
に
理
解
で
き
る
場
合
も
あ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
ば
こ
れ
ら
要
因

は
、
市
場
か
ら
の
距
離
や
費
用
の
構
成
要
素
な
ど
と
関
連
す
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
決
定
例
は
、
こ
れ
ら
要
因
を
市
場
支
配
力
分
析

に
内
在
的
に
理
解
す
る
の
で
は
な
く
、
し
ば
し
ば
そ
れ
自
体
に
つ
い
て
評
価
を
加
え
る
。

た
と
え
ば
、
銀
行
間
に
お
け
る
営
業
時
間
の
取
り
決
め
に
つ
い
て
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
ク
リ
ア
ラ
ン
ス
が
与
え
ら
れ
た

Irish
B

an
k

s’

S
tan

d
in

g
C

o
m

m
itte

e
事
件
決
定
で

(

�)

は
、
営
業
時
間
が
銀
行
の
競
争
手
段
で
あ
る
こ
と
を
認
め
る
。

(

�)

し
か
し
、
①
営
業
時
間
短
縮
に

よ
り
影
響
を
受
け
る
サ
ー
ビ
ス
が
限
定
的
で
あ
る
こ
と
、
②
影
響
を
受
け
る
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
も
、
営
業
時
間
以
外
の
側
面
に
つ
い

て
は
競
争
が
残
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
同
取
り
決
め
は
、
感
知
し
得
る
影
響
を
も
つ
も
の
で
な
い
と
す
る
。
本
件
は
、
消
費
者
余
剰
に
つ

い
て
、
必
然
的
に
減
少
的
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
制
限
対
象
と
な
る
競
争
の
側
面
（
手
段
）
に
つ
い
て
、
市
場
支
配
力
分
析
に
内
在
的

に
評
価
の
対
象
に
す
る
と
い
う
よ
り
も
、
そ
の
拘
束
の
程
度
・
対
象
に
つ
い
て
評
価
を
加
え
る
よ
う
に
見
え
る
。

ま
た
、C

E
C

E
D

事
件
決
定
は

(

�)

、
域
内
に
お
い
て
合
計
九
五
％
の
市
場
シ
ェ
ア
を
占
め
る
洗
濯
機
メ
ー
カ
ー
が
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

目
的
と
し
て
、
非
効
率
な
モ
デ
ル
の
生
産
中
止
を
決
定
し
た
事
例
で
あ
る
。
委
員
会
は
、
当
該
決
定
は
消
費
者
の
商
品
選
択
を
制
約
す

る
も
の
で
あ
り
、
目
的
に
よ
る
一
項
違
反
を
認
定
で
き
る
場
合
と
す
る
。

(

�)

そ
し
て
、
①
当
事
者
の
市
場
シ
ェ
ア
が
九
五
％
を
占
め
る
こ

と
に
加
え
て
、

(

�)

②
需
要
者
に
と
っ
て
電
力
消
費
量
は
無
視
で
き
な
い
選
択
基
準
で
あ
る
こ
と
、

(

�)

お
よ
び
③
消
滅
す
る
モ
デ
ル
が
域
内
の

洗
濯
機
販
売
台
数
の
一
〇
な
い
し
一
一
％
に
及
ぶ
こ
と
か
ら
、

(

�)

競
争
制
限
効
果
は
、
感
知
し
得
る
も
の
で
あ
る
と
す
る
。
①
が
量
的
な

考
慮
要
因
、
②
お
よ
び
③
が
質
的
な
考
慮
要
因
で
あ
る
。

し
か
し
委
員
会
は
、
本
件
を
三
項
に
よ
り
救
済
す
る
。
そ
の
際
、
委
員
会
は
、
第
三
要
件
お
よ
び
第
四
要
件
に
つ
い
て
、
④
エ
ネ
ル

ギ
ー
効
率
以
外
の
側
面
（
価
格
、
ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ
、
性
能
等
）
に
つ
い
て
競
争
が
残
さ
れ
る
こ
と
、
お
よ
び
⑤
メ
ー
カ
ー
そ
れ
ぞ

論 説
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れ
に
達
成
手
段
（
技
術
）
選
択
の
自
由
が
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
評
価
す
る
。

(

�)

こ
れ
ら
は
、
上
で
見
た
、
感
知
し
得
る
影
響
を
考
慮
す

る
際
の
質
的
な
考
慮
要
因
と
共
通
し
て
い
る
。
と
り
わ
け
本
件
に
お
い
て
、
②
お
よ
び
④
の
評
価
は
、
明
ら
か
に
連
続
す
る
。

本
件
は
、
委
員
会
が
、
一
項
お
よ
び
三
項
に
共
通
し
て
、
①
残
さ
れ
た
競
争
の
側
面
、
②
目
的
達
成
の
手
段
に
か
か
る
裁
量
性
、
③

共
同
行
為
に
よ
り
影
響
を
受
け
る
製
品
群
の
割
合
（
た
と
え
ば
消
滅
す
る
モ
デ
ル
の
割
合
）
に
注
目
し
た
分
析
を
行
う
こ
と
を
示
す
。

第
三
款

一
項
に
お
け
る
社
会
政
策
的
考
慮
①(

A
lb

an
y

法
理
）

(

ア
）
委
員
会
に
よ
る
新
た
な
八
一
条
解
釈
は
、
一
項
に
市
場
支
配
力
分
析
を
導
入
し
、
三
項
に
効
率
性
の
抗
弁
を
導
入
す
る
も
の

で
あ
る
。
三
項
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
、
競
争
法
以
外
の
共
同
体
の
目
的
が
考
慮
さ
れ
る
の
は
、
そ
れ
ら
が
三
項
の
四
要
件
に
解
消
で
き
る

場
合
の
み
と
明
言
す
る
。

(

�)

柔
軟
な
三
項
解
釈
が
な
さ
れ
た
時
代
に
お
い
て
も
、
委
員
会
は
法
文
に
よ
る
三
項
解
釈
の
限
界
を
認
識
し
て

い
た
が
、

(

�)

三
項
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
、
競
争
法
の
目
的
は
経
済
的
な
も
の
で
あ
り
、
三
項
は
効
率
性
考
慮
の
場
と
明
確
に
規
定
す
る
か
ら
、

八
一
条
に
お
い
て
、
社
会
政
策
的
要
因
を
考
慮
す
る
可
能
性
は
完
全
に
閉
ざ
さ
れ
た
よ
う
に
見
え
る
。

(

�)

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
委
員
会
の
立
場
が
判
例
に
よ
り
支
持
さ
れ
る
か
は
、
未
だ
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
。
た
し
か
に
第
一
審

裁
判
所
は
、
法
文
か
ら
、
三
項
の
射
程
範
囲
を
限
定
的
に
捉
え
る
。
こ
れ
は
競
争
法
の
目
的
を
経
済
的
な
も
の
に
限
る
か
の
よ
う
で
あ

る
。
し
か
し
司
法
裁
判
所
は
、
競
争
法
の
目
的
を
経
済
的
な
も
の
に
限
る
と
明
言
し
た
こ
と
は
な
い
。
む
し
ろ
最
近
の
司
法
裁
判
所

判
決
の
中
に
は
、(

三
項
で
は
な
く
）
一
項
に
お
い
て
社
会
政
策
的
考
慮
を
認
め
る
よ
う
に
見
え
る
も
の
が
あ
り
、
こ
れ
ら
判
決
は
、

委
員
会
の
経
済
的
ア
プ
ロ
ー
チ
に
大
き
な
例
外
を
も
た
ら
し
う
る
可
能
性
を
有
す
る
。A

lb
an

y

事
件
判
決
、
お
よ
び

W
o

u
te

rs

事
件

判
決
の
射
程
が
問
題
と
な
る
。

(

イ
）
一
九
九
九
年
の

A
lb

an
y

事
件
判
決
は

(

�)

、
雇
用
者
と
労
働
者
の
代
表
が
強
制
加
入
年
金
の
設
立
決
定
を
な
し
た
こ
と
に
対
し

ＥＣ競争法原理の生成



(阪大法学) 56 (6 118) 1440 [2007.3]

て
、
そ
の
よ
う
な
協
定
が
、
①
事
業
者
（
雇
用
者
）
間
に
お
け
る
費
用
の
同
一
性
を
も
た
ら
し
、
事
業
者
間
の
販
売
市
場
に
お
け
る
競

争
制
限
を
も
た
ら
す
の
で
は
な
い
か
、
②
よ
り
魅
力
的
な
企
業
年
金
制
度
に
よ
り
労
働
者
を
獲
得
す
る
と
い
う
、
労
働
の
購
入
市
場
に

お
け
る
競
争
制
限
を
も
た
ら
す
の
で
は
な
い
か
、
③
保
険
会
社
の
排
除
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か
が
問
題
と
な
っ
た
。
こ
れ
ら
検
討

に
あ
た
り
、
労
働
者
の
団
体
交
渉
権
と
の
関
連
か
ら
、
競
争
法
に
お
け
る
社
会
政
策
的
考
慮
の
あ
り
方
が
論
点
に
な
っ
た
。

法
務
官
の
意
見
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
ず
、
問
題
の
協
定
が
雇
用
や
社
会
保
障
と
い
っ
た
広
く
「
社
会
政
策
」
に
関
す

る
も
の
で
あ
る
場
合
に
、
競
争
法
の
一
般
的
な
適
用
除
外
が
あ
る
か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
は
、
明
示
の
適
用
除
外
の
定
め
が
な
い
限

り
、
問
題
の
協
定
が
社
会
政
策
に
関
係
す
る
と
の
理
由
だ
け
で
競
争
法
の
適
用
が
除
外
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。

(

�)

次
に
、
雇
用
者
と
労
働

者
間
の
団
体
交
渉
に
限
定
し
た
場
合
に
、
競
争
法
の
適
用
除
外
が
あ
る
か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
は
、
団
結
権
お
よ
び
団
体
行
動
権
と

は
異
な
り
、
共
同
体
法
秩
序
に
お
い
て
団
体
交
渉
に
か
か
る
権
利
が
確
立
さ
れ
て
い
る
か
は
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
く
、

(

�)

し
か
も
単

に
そ
の
よ
う
な
権
利
を
認
識
す
る
だ
け
で
競
争
法
の
適
用
が
除
外
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。

(

�)

法
務
官
は
、
条
約
中
の
団
体
交
渉
を
促
進
す
る
規
定
と
競
争
法
規
定
と
の
間
に
上
位
法
・
下
位
法
の
関
係
が
存
在
し
な
い
以
上
、
抵

触
の
検
討
・
調
整
が
必
要
と
す
る
。
そ
し
て
賃
金
・
労
働
条
件
に
か
か
る
団
体
協
約
に
八
一
条
を
適
用
す
る
な
ら
ば
、
条
約
中
の
団
体

交
渉
を
促
進
す
る
規
定
を
無
意
味
化
す
る
こ
と
に
な
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
よ
う
な
交
渉
・
協
約
に
は
競
争
法
の
適
用
が
除
外
さ
れ
る
と

す
る
。

(

�)

し
か
し
、
競
争
法
規
定
が
団
体
交
渉
を
促
進
す
る
規
定
を
無
意
味
化
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
な
い
の
と
同
様
に
、
団
体
交
渉
を
促

進
す
る
規
定
が
競
争
法
規
定
を
無
意
味
化
す
る
こ
と
も
許
さ
れ
な
い
。

(
�)

し
た
が
っ
て
た
と
え
賃
金
・
労
働
条
件
に
か
か
る
協
約
で
あ
っ

て
も
、
市
場
や
第
三
者
に
直
接
的
な
影
響
を
及
ぼ
す
場
合
に
は
、
競
争
法
の
適
用
は
可
能
で
あ
る
。

(

�)

そ
れ
ら
を
考
慮
し
た
上
、Jaco

b
s

は
、
本
件
に
お
け
る
よ
う
な
協
定
に
は
、
一
項
の
適
用
が
な
い
と
結
論
付
け
る
。

法
務
官
意
見
に
対
し
て
、
判
決
は
よ
り
単
純
で
あ
る
。
判
決
に
よ
れ
ば
、
共
同
体
は
域
内
市
場
に
お
け
る
競
争
確
保
に
加
え
て
、

論 説



(阪大法学) 56 (6 119) 1441 [2007.3]

「
社
会
政
策(

p
o

licy
in

th
e

so
cial

sp
h

e
re)

」
に
つ
い
て
も
責
務
を
有
す
る
。

(

�)

条
約
二
条
は
、
経
済
活
動
の
調
和
の
と
れ
た
発
展
と

と
も
に
、「
高
い
レ
ベ
ル
で
の
雇
用
・
社
会
保
障
の
確
保
」
を
明
示
す
る
。
ま
た
条
約
は
、
と
り
わ
け
雇
用
者
と
労
働
者
と
の
対
話
の

必
要
性
を
規
定
す
る
。
雇
用
者
と
労
働
者
間
の
協
約
に
競
争
制
限
が
内
在
す
る
と
し
て
も
、
こ
れ
ら
に
一
項
を
適
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、

そ
れ
が
達
成
し
よ
う
と
す
る
社
会
的
目
的
が
大
き
く
損
な
わ
れ
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。
し
た
が
っ
て
労
働
・
雇
用
条
件
の
改
善
を
目

指
す
協
約
は
、「
そ
の
態
様
お
よ
び
目
的
か
ら(

b
y

v
irtu

e
o

f
th

e
ir

n
atu

re
an

d
p

u
rp

o
se)

」
一
項
の
適
用
外
で
あ
る
。

そ
し
て
本
件
は
、
条
約
が
促
進
し
よ
う
と
す
る
労
使
間
の
集
団
交
渉
に
よ
る
も
の
で
あ
り
（
態
様
の
検
討)

、
か
つ
労
働
者
の
雇
用

条
件
の
改
善
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
（
目
的
の
検
討)

、
一
項
の
適
用
外
と
結
論
付
け
る
。

(

ウ
）
本
件
に
お
け
る
司
法
裁
判
所
の
思
考
は
、
三
項
に
お
け
る
比
較
衡
量
作
業
や
、
そ
の
具
体
化
と
し
て
の
目
的
・
手
段
的
思
考

（
第
一
要
件
・
第
三
要
件
）
と
は
異
な
っ
て
い
る
。

(

�)

こ
こ
で
展
開
さ
れ
る
の
は
、
社
会
政
策
的
規
定
を
一
項
の
適
用
範
囲
を
画
す
る

「
枠
」
と
理
解
す
る
条
件
的
思
考
で
あ
る
。
法
務
官
は
、
市
場
へ
の
影
響
を
考
慮
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
競
争
法
と
社
会
政
策
的
規
定

と
の
調
整
を
行
う
。
こ
れ
に
対
し
て
司
法
裁
判
所
は
、
市
場
へ
の
影
響
に
言
及
し
な
い
。
社
会
政
策
的
規
定
の
み
が
関
心
の
対
象
で
あ

り
、
か
つ
そ
れ
は
絶
対
的
で
あ
る
。

判
決
に
よ
れ
ば
、
競
争
法
が
社
会
政
策
的
規
定
と
矛
盾
・
衝
突
す
る
場
面
に
お
い
て
は
、
①
そ
れ
ら
規
定
間
に
上
位
・
下
位
法
の
関

係
が
な
く
、
か
つ
②
問
題
の
協
定
が
態
様
・
目
的
の
二
点
に
お
い
て
社
会
政
策
的
規
定
に
厳
格
に
合
致
す
る
限
り
（
単
な
る
目
的
レ
ベ

ル
で
の
合
致
で
は
不
十
分)

、
そ
も
そ
も
競
争
法
の
適
用
が
な
い
こ
と
に
な
る
。
前
者
①
は
、
社
会
政
策
に
か
か
る
規
定
が
、
理
事
会

規
則
や
委
員
会
規
則
、
決
定
で
は
不
十
分
で
あ
り
、
条
約
規
定
で
あ
る
必
要
性
を
意
味
す
る
。
後
者
②
は
、
社
会
政
策
に
か
か
る
条
約

規
定
が
、
目
的
お
よ
び
態
様
の
両
面
に
お
い
て
明
確
で
あ
る
こ
と
を
前
提
と
す
る
。

本
法
理
は
以
上
の
二
点
に
お
い
て
限
定
的
で
あ
る
。
し
か
し
本
件
が
雇
用
者
と
労
働
者
と
の
対
話
の
必
要
性
を
論
じ
、
司
法
裁
判
所

ＥＣ競争法原理の生成
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が
コ
ー
ポ
ラ
テ
ィ
ズ
ム
型
の
政
治
経
済
シ
ス
テ
ム
を
支
持
す
る
よ
う
に
見
え
る
点
は
、
極
め
て
大
き
な
意
義
を
有
す
る
。
な
ぜ
な
ら
ば

司
法
裁
判
所
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
伝
統
的
な
協
調
型
資
本
主
義
の
堅
持
を
表
明
し
、
市
場
万
能
型
競
争
政
策
へ
の
流
れ
に
対
し

て
、
一
定
の
く
さ
び
を
打
ち
込
ん
だ
と
も
言
え
る
か
ら
で
あ
る
。

第
四
款

一
項
に
お
け
る
社
会
政
策
的
考
慮
②(

W
o

u
te

rs

法
理
）

(

ア
）A

lb
an

y

事
件
判
決
が
競
争
政
策
以
外
の
条
約
規
定
に
限
界
付
け
ら
れ
る
の
に
対
し
て
、
二
〇
〇
二
年
の

W
o

u
te

rs

事
件
判

決
は

(

�)

、
競
争
政
策
と
他
の
価
値
観
と
の
比
較
衡
量
を
許
容
し
、
競
争
制
限
に
か
か
わ
ら
ず
、
一
項
に
お
け
る
合
法
性
を
導
く
法
理
を
展

開
す
る
。
同
事
件
で
は
、
弁
護
士
と
会
計
士
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
禁
ず
る
弁
護
士
会
（
強
制
加
入
団
体
）
の
規
則
が
、
一
項
に

違
反
す
る
か
が
問
題
と
な
っ
た
。

ま
ず
判
決
は
、
弁
護
士
会
が
事
業
者
団
体
で
あ
り
、
規
則
が
競
争
制
限
効
果
を
有
す
る
こ
と
を
認
め
る
。
す
な
わ
ち
弁
護
士
業
と
会

計
士
業
の
職
務
は
相
互
補
完
的
で
あ
り
、
そ
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
禁
ず
る
こ
と
は
、
期
待
さ
れ
る
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

の
便
益
を
失
わ
し
め
る
他
、
新
サ
ー
ビ
ス
提
供
や
規
模
の
経
済
性
達
成
の
可
能
性
を
消
滅
さ
せ
る
。
そ
し
て
こ
れ
は
一
項
ｂ
号
の
意
味

に
お
け
る
産
出
量
削
減
、
技
術
進
歩
の
阻
害
に
該
当
す
る
。

(
�)

し
か
し
判
決
は
、
当
事
者
の
「
経
済
活
動
の
自
由(

th
e

fre
e

d
o

m
o

f
actio

n)

」
を
制
限
す
る
協
定
・
決
定
の
全
て
が
一
項
に
違
反

す
る
訳
で
は
な
い
と
す
る
。
一
項
の
適
用
に
あ
っ
て
は
協
定
・
決
定
に
か
か
わ
る
「
全
体
の
状
況(

th
e

o
v
e

rall
co

n
te

x
t)

」
を
考
慮

す
る
必
要
が
あ
り
、
具
体
的
に
は
、
ま
ず
①
そ
れ
ら
の
目
的
を
な
が
め
、
次
に
②
そ
れ
ら
が
競
争
に
及
ぼ
す
効
果
が
目
的
に
「
内
在
す

る(
in

h
e

re
n

t)

」
か
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
上
で
、
問
題
の
規
制
は
、
①
弁
護
士
業
の
職
業
倫
理
の
維
持
を
目
的
と
し
、
ま

た
②
競
争
へ
の
効
果
も
目
的
遂
行
に
内
在
す
る
も
の
と
し
て
、
一
項
に
違
反
し
な
い
と
結
論
付
け
る
。

(

�)

論 説
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(

イ
）
本
判
決
の
射
程
は
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
。
本
判
決
の
一
つ
の
理
解
は
、
近
代
化
・
分
権
化
前
の
八
一
条
に
お
い
て
、

三
項
に
お
け
る
考
慮
（
競
争
促
進
的
考
慮
）
を
、
実
質
的
に
一
項
に
移
植
し
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
理
解
に
よ
る
な
ら

ば
、
近
代
化
・
分
権
化
に
基
づ
き
八
一
条
が
一
体
的
に
適
用
・
解
釈
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
本
判
決
の
意
義
は
消
滅
す
る
こ
と
に
な
る
。

し
か
し
こ
の
よ
う
な
理
解
は
難
し
い
で
あ
ろ
う
。
本
判
決
後
の
第
一
審
裁
判
所
判
決
が
一
項
と
三
項
の
峻
別
を
再
度
確
認
す
る
ほ

か
、

(

�)

そ
も
そ
も
本
件
に
お
け
る
よ
う
な
職
業
倫
理
の
維
持
と
い
っ
た
目
的
は
、
三
項
に
お
け
る
考
慮
事
由
に
な
り
得
な
い
と
考
え
ら
れ

る
か
ら
で
あ
る
。
本
判
決
は
、
三
項
で
は
第
一
要
件
の
存
在
か
ら
考
慮
対
象
と
な
ら
な
い
正
当
化
事
由
の
主
張
を
、
一
項
に
お
い
て
認

め
る
も
の
と
言
え
る
。

も
っ
と
も
本
判
決
は
、
社
会
公
共
的
目
的
を
、
正
当
化
事
由
と
し
て
無
制
限
に
認
め
る
も
の
で
も
な
か
ろ
う
。
本
判
決
の
テ
ス
ト
は
、

目
的
と
効
果
の
内
在
性
（
比
例
性
と
理
解
さ
れ
て
い
る
）

(

�)

の
み
で
あ
る
。
こ
れ
は
三
項
の
四
要
件
よ
り
も
緩
い
。
こ
の
よ
う
な
状
況
に

お
い
て
、
無
限
定
に
社
会
公
共
目
的
を
前
者
の
テ
ス
ト
に
服
し
め
る
な
ら
ば
、
三
項
と
の
不
均
衡
が
問
題
と
な
る
。

本
判
決
を
限
定
的
に
捉
え
る
解
釈
の
一
つ
は
、
資
格
者
団
体
の
自
主
規
制
に
限
り
、
法
理
の
適
用
を
認
め
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

(

�)

法
が
資
格
者
団
体
制
度
を
認
め
、
自
主
規
則
に
よ
り
競
争
法
と
社
会
公
共
目
的
と
の
調
和
を
図
る
こ
と
を
予
定
す
る
場
合
に
限
り
、
社

会
公
共
目
的
の
考
慮
が
認
め
ら
れ
る
と
す
る
の
で
あ
る
。
本
判
決
は
、
問
題
と
な
っ
た
規
則
の
司
法
審
査
に
謙
抑
的
態
度
を
示
し
て
お

り
、

(

�)

法
理
の
適
用
を
資
格
者
団
体
の
自
治
の
問
題
と
す
る
、
こ
の
よ
う
な
解
釈
も
一
定
の
説
得
力
を
持
つ
。
本
判
決
が
資
格
者
団
体
に

限
っ
た
説
示
を
行
う
も
の
で
あ
れ
ば
、
本
法
理
の
適
用
範
囲
は
比
較
的
明
確
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
判
決
は
、
そ
の
よ
う
な
限
定
を

明
示
し
な
い
。

(

ウ
）
こ
れ
ら
に
対
し
て
、
本
判
決
を
、
物
の
自
由
移
動
（
Ｅ
Ｃ
条
約
二
八
条
）
等
の
例
外
法
理
と
し
て
展
開
し
て
き
た
「
合
理
性

の
原
則(

ru
le

o
f

re
aso

n)

」
を
競
争
法
に
持
ち
込
む
も
の
と
の
学
説
が
あ
る
。

(

�)
合
理
性
の
原
則
で
は
、
「
必
須
の
要
件

(
m

an
d

ato
ry

ＥＣ競争法原理の生成
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re
q

u
ire

m
e

n
ts)

」
と
評
価
で
き
る
法
益
を
維
持
す
る
た
め
に
、
域
内
通
商
を
制
約
す
る
国
家
措
置
の
採
用
が
許
さ
れ
る
。

(

�)

必
須
の
要

件
に
つ
い
て
は
、
税
収
の
監
督
、
国
民
の
健
康
保
護
、
商
取
引
の
公
正
、
消
費
者
保
護
、
環
境
保
護
な
ど
が
認
め
ら
れ
て
き
た
。
ま
た

そ
れ
以
外
に
も
拡
大
す
る
可
能
性
が
あ
る
。

(

�)
こ
の
よ
う
な
解
釈
に
対
し
て
は
、
三
項
の
存
在
意
義
を
失
わ
し
め
る
と
の
意
見
も
あ
る
。

(

�)

し
か
し
三
項
に
お
け
る
考
慮
事
由
は
経
済

的
な
も
の
に
限
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
非
経
済
的
要
因
に
ま
で
考
慮
を
拡
大
す
る
点
に
お
い
て
、
法
理
の
意
義
が
失
わ
れ
る
訳
で
は
な
い
。

仮
に

W
o

u
te

rs

法
理
が
上
記
「
合
理
性
の
原
則
」
と
同
様
の
例
外
を
一
項
に
持
ち
込
む
も
の
で
あ
れ
ば
、
判
例
は
、
八
一
条
に
お
い

て
、
社
会
政
策
的
考
慮
が
機
能
す
る
場
面
の
存
在
を
認
め
る
こ
と
に
な
る
。

Ｅ
Ｃ
競
争
法
の
伝
統
的
な
市
場
統
合
目
的
は
、
域
内
市
場
統
合
の
完
成
に
よ
り
、
表
面
上
、
そ
の
意
義
を
失
っ
た
よ
う
に
見
え
た
。

し
か
し
上
の
よ
う
な
理
解
に
よ
れ
ば
、
市
場
統
合
目
的
は
競
争
法
、
通
商
法
を
統
合
し
て
お
り
、
結
果
、
域
内
通
商
法
理
の
導
入
を
媒

介
す
る
点
に
お
い
て
、
法
目
的
と
し
て
な
お
重
要
な
実
際
的
機
能
を
果
た
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

第
五
款

分
権
化
後
の
競
争
政
策

以
上
の
二
判
決
は
、
Ｅ
Ｃ
競
争
法
の
経
済
目
的
へ
の
収
斂
と
い
う
単
純
な
筋
書
き
を
困
難
に
す
る
よ
う
で
あ
る
。
委
員
会
自
身
に
よ

る
感
知
し
得
る
影
響
の
質
的
な
考
慮
要
因
も
、
客
観
的
な
市
場
支
配
力
分
析
に
不
確
定
さ
を
加
え
る
。
そ
し
て
こ
の
よ
う
な
例
外
な
い

し
揺
ら
ぎ
は
、
分
権
化
に
よ
り
、
さ
ら
に
大
き
な
も
の
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
。

特
に
問
題
と
な
る
の
は
、
加
盟
国
裁
判
所
に
お
け
る
八
一
条
解
釈
で
あ
る
。
分
権
後
に
お
い
て
、
委
員
会
と
加
盟
国
競
争
当
局
は
と

も
に
Ｅ
Ｃ
Ｎ
の
一
員
と
な
る
が
、
前
者
の
決
定
は
後
者
の
そ
れ
に
優
先
す
る
。
す
な
わ
ち
委
員
会
の
手
続
開
始
に
よ
り
、
加
盟
国
競
争

当
局
は
八
一
条
の
適
用
権
限
を
失
い
、

(

�)

ま
た
先
に
委
員
会
決
定
が
存
在
す
る
場
合
に
、
同
決
定
に
反
す
る
判
断
を
行
う
こ
と
が
で
き
な
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い
。

(

�)

こ
れ
ら
に
よ
り
加
盟
国
競
争
当
局
に
対
す
る
委
員
会
解
釈
の
影
響
力
は
保
障
さ
れ
そ
う
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
加
盟
国
裁
判
所
に
対
す
る
委
員
会
判
断
の
影
響
は
限
定
さ
れ
る
。
加
盟
国
裁
判
所
も
、
先
に
委
員
会
決
定
が
存
在

す
る
場
合
に
、
同
決
定
に
反
す
る
判
断
を
行
う
こ
と
は
で
き
な
い
。

(

�)

し
か
し
加
盟
国
競
争
当
局
の
場
合
と
は
異
な
り
、
委
員
会
の
手
続

開
始
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
国
内
裁
判
所
は
八
一
条
の
適
用
権
限
を
失
う
こ
と
が
な
い
。
国
内
裁
判
所
か
ら
委
員
会
へ
の
情
報
、
意
見
の

求
め
は
任
意
で
あ
る
。

(

�)

ま
た
、
統
一
的
法
解
釈
の
必
要
性
に
よ
る
委
員
会
か
ら
国
内
裁
判
所
へ
の
意
見
提
供
も
、
法
的
拘
束
力
を
持
つ

も
の
で
な
い
。

(

�)

加
盟
国
裁
判
所
に
お
け
る
法
解
釈
は
、
委
員
会
中
心
主
義
を
確
立
し
た
上
で
、
競
争
法
の
正
当
性
を
高
め
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、

(
�)

法
目
的
・
規
制
基
準
に
つ
い
て
収
斂
か
ら
混
乱
へ
の
移
行
を
も
た
ら
す
可
能
性
が
あ
る
。

(

�)

と
り
わ
け
司
法
裁
判
所
に
よ
る
先
行
判
決
、
お
よ
び
第
一
審
裁
判
所
に
よ
る
委
員
会
決
定
の
司
法
審
査
は
、
委
員
会
の
経
済
的
ア
プ

ロ
ー
チ
に
対
し
て
、
直
接
の
見
直
し
を
求
め
る
可
能
性
が
あ
る
。

第
二
節

Ｅ
Ｃ
競
争
法
の
特
徴
・
独
自
性

第
一
款

基
礎
概
念
の
整
理

以
上
の
よ
う
に
、
八
一
条
の
規
制
基
準
に
つ
い
て
は
、
と
り
わ
け
委
員
会
以
外
の
ア
ク
タ
ー
に
よ
り
い
か
な
る
解
釈
が
な
さ
れ
る
の

か
、
分
権
化
後
に
委
員
会
中
心
主
義
が
実
効
性
を
有
す
る
か
に
応
じ
て
、
な
お
不
確
定
で
は
あ
る
。
し
か
し
分
権
化
、
近
代
化
を
契
機

と
し
て
、
競
争
法
の
基
礎
的
用
語
に
つ
い
て
は
、
用
法
の
一
致
を
見
せ
つ
つ
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
先
に
検
討
し
た
と
こ
ろ
か
ら
、

そ
れ
ら
概
念
を
ま
と
め
る
な
ら
ば
、
以
下
の
よ
う
に
な
ろ
う
。

ま
ず
「
競
争
制
限
効
果
」
と
は
、
市
場
支
配
力
の
形
成
、
維
持
、
強
化
で
あ
る
。
三
項
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
こ
れ
を
明
示
す
る
。
こ
れ

ま
で
の
判
例
も
こ
の
よ
う
な
解
釈
を
否
定
す
る
も
の
で
な
い
で
あ
ろ
う
。
か
つ
て
委
員
会
は
自
主
性
の
原
則
か
ら
一
項
を
理
解
し
て
い

ＥＣ競争法原理の生成
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た
が
、

(

�)

こ
の
よ
う
な
解
釈
は
放
棄
さ
れ
る
。
競
争
制
限
効
果
の
分
析
は
、
一
項
に
お
い
て
行
わ
れ
る
。

ま
た
「
競
争
促
進
効
果(

p
ro

-co
m

p
e

titiv
e

e
ffe

cts)

」
と
は
、
行
為
の
結
果
と
し
て
の
経
済
的
効
率
性
、
利
益
で
あ
る
。
三
項
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
が
こ
れ
を
明
ら
か
に
す
る
。
か
つ
て
競
争
促
進
効
果
は
、
学
説
上
、
市
場
支
配
力
認
定
に
お
け
る
間
接
証
拠
を
意
味
す
る

も
の
と
理
解
さ
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
競
争
促
進
効
果
の
考
慮
は
、
三
項
に
お
い
て
行
わ
れ
る
。
競
争
制
限
効
果
と
競
争
促
進
効
果
の

「
比
較
衡
量(

b
alam

cin
g)

」
と
は
、
市
場
支
配
力
発
生
を
前
提
と
し
た
効
率
性
の
抗
弁
の
検
討
で
あ
る
。

次
に
「
付
随
的
制
限(

an
cillary

re
strictio

n)

」
と
は
、
一
項
に
お
い
て
主
要
取
引
と
法
的
運
命
を
共
に
す
る
条
項
で
あ
る
。
そ
れ

が
な
け
れ
ば
主
要
取
引
が
成
立
し
な
い
場
合
に
、
当
該
条
項
は
付
随
的
と
評
価
さ
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
三
項
の
第
三
要
件
は
付
随

性
の
判
断
で
は
な
い
。
主
要
取
引
の
ビ
ジ
ネ
ス
上
の
成
功
に
必
要
か
否
か
を
検
討
す
る
も
の
で
、
主
要
取
引
に
「
直
接
に
関
連
す
る

(
d

ire
ctly

/in
e

x
tricab

ly
lin

k
e

d
to)

」
条
項
で
あ
る
。
米
国
反
ト
ラ
ス
ト
法
に
お
け
る
付
随
的
制
限
は
、
Ｅ
Ｃ
競
争
法
で
は
直
接
関
連

条
項
に
近
い
も
の
で
あ
ろ
う
。

第
二
款

消
費
者
の
商
品
選
択
を
狭
め
る
形
で
の
均
霑(

C
E

C
E

D

事
件
）

(

ア
）
ま
た
前
節
第
五
款
で
述
べ
た
留
保
の
下
で
、
現
在
の
委
員
会
に
よ
る
消
費
者
余
剰
基
準

(

三
項
解
釈)

の
特
色
を
三
点
に
ま

と
め
る
な
ら
ば
、
以
下
の
よ
う
に
な
ろ
う
。

ま
ず
、
Ｅ
Ｃ
競
争
法
に
お
い
て
は
、
消
費
者
の
商
品
選
択
を
狭
め
る
形
で
の
均
霑
を
認
め
る
点
が
、
第
一
の
特
徴
で
あ
る
。
先
に
述

べ
た
よ
う
に
、
Ｅ
Ｃ
競
争
法
に
お
い
て
は
、
あ
る
正
当
な
基
準
に
よ
っ
て
特
定
の
製
品
群
が
市
場
か
ら
消
え
る
こ
と
に
な
っ
て
も
、
そ

れ
ら
の
シ
ェ
ア
が
小
さ
な
も
の
で
あ
る
場
合
に
は
、
感
知
し
得
る
影
響
を
も
つ
も
の
で
は
な
い
と
さ
れ
る
。
こ
れ
は
学
説
上
、
感
知
し

得
る
影
響
の
質
的
な
考
慮
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
さ
ら
に
Ｅ
Ｃ
競
争
法
に
お
い
て
は
、
消
滅
す
る
製
品
群
の
市
場
シ
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ェ
ア
が
大
き
な
も
の
で
あ
っ
て
も
、
三
項
に
よ
る
救
済
可
能
性
が
残
さ
れ
る
。

先
に
言
及
し
たC

E
C

E
D

事
件
決
定
が

(

�)

そ
れ
を
示
す
。
同
事
件
に
お
い
て
委
員
会
は
、
洗
濯
機
本
体
の
価
格
上
昇
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

平
均
的
な
購
入
者
は
消
費
電
力
を
節
約
で
き
る
こ
と
に
よ
り
、
九
な
い
し
四
〇
ヶ
月
間
で
価
格
上
昇
分
を
回
収
で
き
る
と
す
る
。

(

�)

ま
た

個
々
の
購
入
者
に
便
益
が
お
よ
ぶ
訳
で
は
な
い
が
、
環
境
上
の
外
部
費
用
を
削
減
す
る
こ
と
に
よ
り
、
価
格
上
昇
分
の
七
倍
の
便
益
が
、

社
会
全
体
に
均
霑
さ
れ
る
と
す
る
。

(

�)

委
員
会
は
、
前
者
を
「
個
々
の
経
済
的
便
益(

in
d

iv
id

u
al

e
co

n
o

m
ic

b
e

n
e

fit)｣

、
後
者
を
「
全

体
的
な
環
境
上
の
便
益(

co
lle

ctiv
e

e
n

v
iro

n
m

e
n

tal
b
e

n
e

fits)

」
と
す
る
。
委
員
会
は
、
三
項
の
各
要
件
充
足
を
確
認
し
て
、
本
件

は
三
項
に
よ
り
救
済
さ
れ
る
場
合
と
結
論
付
け
る
。

(

イ
）
お
そ
ら
く
、
こ
の
よ
う
に
商
品
の
選
択
肢
を
狭
め
る
形
で
の
均
霑
を
認
め
る
こ
と
は
、
米
国
反
ト
ラ
ス
ト
法
や
我
が
国
独
占

禁
止
法
で
は
、
認
め
ら
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
の
理
由
は
、
比
較
衡
量
の
実
際
上
の
困
難
性
と
と
も
に
、

(

�)

多
く
の
場
合
、
目
的
達
成
の

た
め
の
、
よ
り
競
争
制
限
的
で
な
い
代
替
手
段
が
、
想
起
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
多
く
の
競
争
法
に
お
い
て
、
こ
の
よ
う
な
正
当
目
的

達
成
の
た
め
の
共
同
行
為
に
つ
い
て
は
、
代
替
手
段
の
不
存
在
が
検
討
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
Ｅ
Ｃ
競
争
法
に
お
い
て
も
、
第
三
要
件
は

現
実
的
代
替
手
段
の
不
存
在
を
要
請
す
る
。

(

�)

本
件
に
つ
い
て
も
代
替
手
段
の
考
慮
が
不
十
分
と
の
批
判
が
あ
る
。
し
か
し
委
員
会
は
、

次
の
よ
う
な
解
釈
に
よ
り
、
第
三
要
件
の
ハ
ー
ド
ル
を
ク
リ
ア
す
る
の
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
委
員
会
は
、
第
三
要
件
の
検
討
に
お
い
て
、
た
と
え
ば
単
な
る
環
境
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
利
用
す
る
こ
と
で
は
、
本
件
便
益

は
達
成
不
可
能
と
す
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
消
費
者
は
外
部
費
用
を
考
慮
し
た
意
思
決
定
を
行
わ
ず
、

(

�)

消
費
者
へ
の
単
な
る
情
報
提
供
で

は
、
上
記
「
全
体
的
な
環
境
上
の
便
益
」
を
達
成
す
る
こ
と
が
不
可
能
だ
か
ら
で
あ
る
。
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、
委
員
会
が
、
個
々

の
購
入
者
の
便
益
で
な
く
環
境
上
の
便
益
を
基
準
と
し
て
、
第
三
要
件
を
検
討
し
て
い
る
点
で
あ
る
。

第
二
要
件
の
検
討
で
は
、
弊
害
受
忍
者
・
均
霑
受
益
者
の
同
一
性
が
要
請
さ
れ
、
影
響
を
受
け
る
消
費
者
群
に
均
霑
さ
れ
る
効
率
性

ＥＣ競争法原理の生成
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が
、
決
定
的
に
重
要
な
意
味
を
有
す
る
。
し
か
し
本
件
か
ら
は
、
第
三
要
件
に
お
い
て
考
慮
さ
れ
る
効
率
性
は
、
第
二
要
件
で
考
慮
さ

れ
る
効
率
性
に
限
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
委
員
会
の
伝
統
的
な
思
考
方
法
（
事
後
的
思
考
方
法
）
を
離
れ
、
協
定
前
後
の
市

場
状
況
の
比
較
に
基
づ
き
三
項
を
検
討
す
る
な
ら
ば
、
消
費
者
に
均
霑
が
な
さ
れ
る
か
ぎ
り
、
第
三
要
件
の
ハ
ー
ド
ル
は
そ
れ
ほ
ど
高

く
は
な
ら
な
い
と
い
う
の
が
、
論
理
的
帰
結
に
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
こ
れ
は
、
本
件
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
第
一
要
件
に
解
消
で
き

る
以
上
、
環
境
目
的
等
、
競
争
法
以
外
の
共
同
体
の
目
的
に
考
慮
の
道
を
開
き
う
る
結
果
を
生
む
。

第
三
款

質
的
効
率
性
の
均
霑

Ｅ
Ｃ
競
争
法
に
お
い
て
は
、
価
格
低
下
に
よ
る
均
霑
の
ほ
か
、
質
的
な
効
率
性
の
均
霑
を
認
め
る
点
が
、
第
二
の
特
徴
で
あ
る
。

(

�)

三

項
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
、
品
質
改
善
等
の
「
質
的
な
効
率
性(

q
u

alitativ
e

e
fficie

n
cie

s)

」
が
、
費
用
削
減
の
効
率
性
と
同
程
度
か
そ
れ

以
上
に
重
要
に
な
る
場
合
が
あ
る
と
す
る
。
(
�)

新
製
品
や
改
良
製
品
は
「
消
費
者
厚
生(

co
n

su
m

e
r

w
e

lfare)

」
を
高
め
る
重
要
な
要
因

で
あ
り
、
そ
れ
ら
改
良
に
よ
る
価
値
の
増
大
が
、
価
格
上
昇
を
補
償
す
る
場
合
が
あ
る
と
す
る
の
で
あ
る
。

(

�)

三
項
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
、
質
的
な
効
率
性
の
主
張
に
つ
い
て
は
、
効
率
性
の
性
格
と
と
も
に
、
そ
れ
を
客
観
的
な
経
済
的
利
益
と
呼

ぶ
理
由
を
示
す
必
要
が
あ
る
と
し
、

(

�)

さ
ら
に
均
霑
に
つ
い
て
「
ス
ラ
イ
デ
ィ
ン
グ
・
ス
ケ
ー
ル(

a
slid

in
g

scale)

」
ア
プ
ロ
ー
チ
を

提
唱
す
る
。
こ
れ
は
競
争
制
限
効
果
が
大
き
く
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、
必
要
と
さ
れ
る
効
率
性
が
大
き
く
な
る
と
の
考
え
で
あ
る
。

(

�)

こ
れ

ら
か
ら
質
的
な
効
率
性
が
、
無
限
定
に
考
慮
さ
れ
る
わ
け
で
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
し
か
し
考
慮
の
場
面
が
限
定
さ
れ
る
と
は

い
え
、
価
格
上
昇
と
質
的
な
効
率
性
と
の
比
較
衡
量
は
、
極
め
て
困
難
な
作
業
で
あ
る
。
三
項
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
も
、
質
的
な
効
率
性
の

評
価
は
、
必
然
的
に
価
値
判
断
を
伴
う
作
業
と
認
め
る
。

(

�)

質
的
効
率
性
の
考
慮
は
、
少
な
く
と
も
限
界
的
事
例
に
お
い
て
、
競
争
制
限
的
な
一
項
違
反
行
為
を
救
済
し
得
る
。
か
つ
て
の
委
員
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会
実
務
に
お
け
る
よ
う
に
、
協
定
、
契
約
か
ら
期
待
さ
れ
る
経
済
的
利
益
そ
の
も
の
が
消
費
者
の
利
益
と
見
な
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
で

あ
ろ
う
が
、
そ
の
考
慮
は
八
一
条
の
合
法
類
型
を
拡
大
す
る
。
そ
し
て
①
質
的
効
率
性
の
均
霑
、
お
よ
び
上
で
み
た
②
消
費
者
の
商
品

選
択
を
狭
め
る
形
で
の
均
霑
を
認
め
る
こ
と
は
、
出
発
点
と
し
て
の
最
狭
義
の
消
費
者
余
剰
基
準
（
価
格
基
準
）
よ
り
も
、
合
法
的
共

同
行
為
の
範
囲
を
広
く
認
め
る
結
果
を
も
た
ら
す
。

第
四
款

効
率
性
考
慮
に
お
け
る
抑
制
原
理
と
し
て
の
「
競
い
合
い
」
確
保

し
ば
し
ば
Ｅ
Ｃ
競
争
法
に
つ
い
て
は
、「
競
い
合
い
」
そ
れ
自
体
が
目
的
と
さ
れ
る
結
果
、
競
争
よ
り
も
競
争
者
を
保
護
す
る
傾
向

に
あ
る
と
評
価
さ
れ
て
き
た
。
こ
の
よ
う
な
評
価
に
は
、
非
効
率
な
競
争
者
を
保
護
す
る
結
果
、
消
費
者
が
競
争
の
恩
恵
を
享
受
で
き

な
い
と
の
批
判
的
意
味
が
含
ま
れ
る
。
三
項
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
、
競
争
促
進
的
な
効
率
性
よ
り
も
、「
競
い
合
い
や
競
争
の
プ
ロ
セ
ス

(
riv

alry
an

d
th

e
co

m
p

e
titiv

e
p

ro
ce

ss)
」
を
維
持
す
る
こ
と
が
重
要
と
し
、
八
一
条
の
究
極
の
目
的
は
競
争
過
程
の
維
持
と
す

る
。

(

�)

こ
れ
は
上
記
評
価
、
批
判
を
正
当
化
し
そ
う
で
あ
る
。

し
か
し
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
は
、
か
つ
て
の
自
主
性
の
原
則
に
回
帰
す
べ
き
と
主
張
す
る
も
の
で
は
な
い
。
ま
た
、
競
争
減
殺
を
甘
受

し
て
で
も
、
競
争
者
を
保
護
す
べ
き
と
主
張
す
る
も
の
で
も
な
い
。
こ
の
よ
う
な
言
明
は
、
効
率
性
の
経
済
的
性
質
か
ら
理
解
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
効
率
性
は
、
短
期
的
に
は
常
に
消
費
者
利
益
で
あ
る
。
し
か
し
長
期
的
に
は
、
相
対
的
に
非
効
率
な
競
争
者

の
排
除
を
も
た
ら
し
、
市
場
集
中
を
進
行
さ
せ
る
。
三
項
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
、
こ
の
よ
う
に
集
中
が
進
行
し
た
市
場
で
の
、
Ｘ
非
効
率

の
発
生
や
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
圧
力
の
低
下
を
危
惧
す
る
の
で
あ
る
。

(

�)

三
項
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
述
べ
る
と
こ
ろ
は
、
市
場
支
配
力
の
弊
害

を
認
め
て
も
、
競
い
合
い
を
確
保
す
べ
き
と
い
う
も
の
で
は
な
く
、
長
期
的
に
競
い
合
い
を
確
保
し
な
け
れ
ば
、
市
場
支
配
力
の
弊
害

が
発
生
、
拡
大
す
る
と
の
認
識
で
あ
る
。

ＥＣ競争法原理の生成
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Ｅ
Ｃ
競
争
法
に
お
い
て
、
か
つ
て
競
い
合
い
の
確
保
は
、
オ
ル
ド
リ
ベ
ラ
ル
の
思
想
か
ら
そ
れ
自
体
が
法
目
的
で
あ
っ
た
。
し
か
し

現
在
、
競
い
合
い
の
確
保
は
そ
れ
自
体
が
目
的
で
は
な
く
、
効
率
性
考
慮
（
三
項
）
に
お
け
る
抑
制
原
理
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
よ
う

な
理
解
は
、
Ｅ
Ｃ
競
争
法
の
特
徴
と
さ
れ
る
様
々
な
議
論
を
解
釈
す
る
鍵
と
な
ろ
う
。
た
と
え
ば
Ｅ
Ｃ
競
争
法
に
つ
い
て
は
、
市
場
分

析
に
あ
た
り
、
短
期
的
視
点
で
は
な
く
長
期
的
視
点
が
採
用
さ
れ
る
と
評
価
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。

(

�)

こ
の
意
味
も
、
効
率
性
の
二
面
性

か
ら
、
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

(

�)

第
五
章

お
わ
り
に

世
界
的
に
見
ら
れ
る
、
消
費
者
厚
生
に
注
目
し
た
競
争
法
的
視
座
の
転
換
を
、
「
消
費
者
厚
生
革
命

(
co

n
su

m
e

r
w

e
lfare

re
v

o
lu

-

tio
n)

」
と
呼
ぶ
こ
と
が
あ
る
。
Ｅ
Ｃ
競
争
法
の
近
代
化
は
、
そ
れ
を
ラ
デ
ィ
カ
ル
に
実
現
し
て
、
米
国
反
ト
ラ
ス
ト
法
と
の
収
斂
が

達
成
さ
れ
た
よ
う
に
見
え
る
。
し
か
し
米
国
反
ト
ラ
ス
ト
法
が
完
全
に
消
費
者
余
剰
基
準
に
落
ち
着
い
た
の
か
と
い
う
問
題
を
お
い
て

も
、
本
稿
で
検
討
し
た
、
①
一
項
に
お
け
る
感
知
し
得
る
影
響
の
質
的
考
慮
（
第
四
章
第
一
節
第
二
款)

、
②
三
項
に
お
け
る
消
費
者

均
霑
要
件
の
解
釈
（
第
四
章
第
二
節
第
二
な
い
し
四
款
）
は
、
単
な
る
価
格
基
準
で
は
解
消
で
き
な
い
Ｅ
Ｃ
競
争
法
の
特
徴
を
形
成
し

て
い
る
。

こ
れ
ま
で
Ｅ
Ｃ
競
争
法
の
特
徴
は
、
個
別
事
件
を
も
と
に
、
断
片
的
か
つ
逸
話
的
に
語
ら
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
が
、
そ
れ
ら
は
、

本
稿
に
お
け
る
整
理
に
よ
り
、
一
般
的
か
つ
理
論
的
な
特
徴
で
説
明
す
る
こ
と
も
可
能
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
し
て
こ
れ
ら
特
徴
は
、

米
国
反
ト
ラ
ス
ト
法
と
は
異
な
る
比
較
法
的
分
析
視
点
を
、
我
が
国
独
占
禁
止
法
に
与
え
る
も
の
で
あ
る
。

た
と
え
ば
、
本
稿
が
検
討
対
象
と
し
た
水
平
協
定
の
う
ち
社
会
公
共
目
的
型
の
共
同
行
為
に
つ
い
て
、
Ｅ
Ｃ
競
争
法
は
、
次
の
よ
う

な
興
味
深
い
分
析
視
点
を
与
え
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
我
が
国
に
お
け
る
レ
ジ
袋
の
有
料
化
事
例
で

(

�)

は
、
違
反
行
為
な
し
と

論 説
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結
論
付
け
る
た
め
に
、
①
一
般
商
品
販
売
と
の
相
違
、
②
競
争
手
段
と
し
て
の
影
響
力
、
③
社
会
公
共
目
的
、
④
利
用
者
の
負
担
の
程

度
、
そ
し
て
⑤
参
加
者
の
参
加
・
離
脱
の
自
由
を
列
挙
す
る
。
こ
こ
で
は
要
素
が
並
列
に
列
挙
さ
れ
る
だ
け
で
あ
り
、
そ
れ
ら
判
断
要

素
の
関
連
性
お
よ
び
重
要
性
は
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
を
Ｅ
Ｃ
競
争
法
の
視
点
で
見
る
な
ら
ば
、
問
題
の
共
同
行
為
が
社
会
公
共
目
的
で
あ
る
こ
と
を
前
提
に
（
③)

、

①
お
よ
び
②
は
、
感
知
し
得
る
影
響
の
質
的
考
慮
（
主
に
、
残
さ
れ
た
競
争
の
側
面
の
問
題
）
と
し
て
検
討
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
れ

ら
に
対
し
て
、
④
お
よ
び
⑤
は
、
そ
れ
ら
質
的
考
慮
要
因
と
は
別
に
検
討
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
事
実
と
は
異
な
り
仮
に
一
律
引
き
上

げ
を
強
制
す
る
も
の
で
あ
っ
た
場
合
に
、
社
会
公
共
目
的
か
ら
、
価
格
引
き
上
げ
の
幅
に
つ
い
て
も
感
知
し
う
る
影
響
に
て
考
慮
す
べ

き
か
と
の
問
題
が
、
Ｅ
Ｃ
競
争
法
に
お
い
て
議
論
さ
れ
て
い
る

(

�)

。
公
取
委
の
分
析
は
、
米
国
反
ト
ラ
ス
ト
法
に
は
な
い
、
Ｅ
Ｃ
競
争
法

独
自
の
分
析
基
準
と
の
共
通
性
を
多
く
持
つ
の
で
あ
る
。

世
界
の
競
争
政
策
に
は
、
グ
ロ
バ
ー
ル
経
済
化
に
お
い
て
、
こ
れ
を
収
斂
と
呼
ぶ
か
は
別
と
し
て
、
市
場
支
配
力
分
析
を
中
心
と
し

た
法
解
釈
へ
の
大
き
な
流
れ
を
確
認
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
本
稿
が
検
討
し
た
Ｅ
Ｃ
競
争
法
の
様
々
な
特
徴
は
、
Ｅ
Ｃ
競
争
法
が
、

経
済
的
基
準
と
い
う
米
国
反
ト
ラ
ス
ト
法
と
同
じ
位
相
に
位
置
す
る
こ
と
に
な
っ
た
が
故
に
、
む
し
ろ
さ
ら
に
際
立
つ
も
の
に
な
っ
て

い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

(
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L
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4
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2
0

0
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(

�)

米
欧
の
競
争
法
は
消
費
者
厚
生
と
い
う
分
析
基
準
に
つ
い
て
す
で
に
収
斂
し
て
お
り
、
単
独
行
為
規
制
な
ど
に
残
る
両
者
間
の
差
異
は
、
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分
析
基
準
で
は
な
く
分
析
手
法
の
差
異
に
起
因
す
る
も
の
に
過
ぎ
な
い
と
す
る
、A

.
P

e
ra

&
V

.
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u
ricch

io
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C
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s
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(

	)

Ｅ
Ｃ
競
争
法
が
市
場
統
合
目
的
達
成
の
道
具
と
な
る
場
面
は
二
つ
存
在
す
る
（R

.
W

H
IS

H
,

C
O

M
P

E
T

IT
IO

N
L

A
W

2
1
(

2
0

0
3))

。

第
一
は
消
極
的
場
面
で
あ
り
、
目
的
に
反
す
る
市
場
分
割
行
為
を
禁
止
す
る
場
合
で
あ
る
。
第
二
は
積
極
的
場
面
で
あ
り
、
異
な
る
加
盟
国

に
属
す
る
事
業
者
間
の
共
同
行
為
を
、
積
極
的
に
評
価
す
る
場
合
で
あ
る
。
前
者
は
一
項
の
機
能
、
後
者
は
三
項
の
機
能
で
あ
る
。
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5
.

事
件
に
つ
い
て
は
、
柴
崎
洋
一
「
キ
ャ
ノ
ン
及
び
オ
リ
ベ
ッ
テ
イ
間
の
合
弁

事
業
計
画
」
国
際
商
事
法
務
一
六
巻
三
四
六
頁
（
一
九
八
八
年
）
参
照
。

(
�)

｢

共
同
子
会
社
の
製
品
を
そ
れ
ぞ
れ
の
ブ
ラ
ン
ド
名
を
付
し
、
か
つ
そ
れ
ぞ
れ
の
販
売
網
に
て
販
売
す
る
と
の
両
親
会
社
に
課
さ
れ
た

義
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